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四
〇  

従
儀
師
相
淳
書
状 

ア
函 

三
二
五
号 

（
応
永
一
五
（
一
四
〇
八
）
年
）
八
月
九
日 

当
時
最
高
の
権
力
者
、
足
利
義
満
（
よ
し
み
つ
）
も
死
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、

応
永
一
五
（
一
四
〇
八
）
年
五
月
六
日
に
死
去
し
て
し
ま
い
ま
す
。
五
月
一
二
日
か

ら
六
月
二
五
日
に
か
け
て
仏
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
八
月
に
は
さ
ら
に
百
箇
日
七

僧
法
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
義
満
の
追
善
の
た
め
、
七
人
の
僧
侶
が
百
日
に
わ
た
っ
て

行
う
法
事
で
、
七
僧
は
延
暦
寺
・
三
井
寺
の
僧
侶
か
ら
選
ば
れ
、
東
寺
に
は
七
僧
と

同
座
す
る
僧
を
出
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
ま
す
。 

八
月
九
日
付
の
こ
の
書
状
は
相
淳
か
ら
東
寺
側
、
宝
厳
院
御
房
に
あ
て
た
も
の
で
、

十
六
日
か
ら
義
満
追
善
の
た
め
の
「
百
ヶ
日
御
仏
事
七
僧
法
会
」
を
行
う
の
で
、
参

加
す
る
僧
を
決
め
て
報
告
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
内
容
で
す
。
日
が
さ
し
せ
ま
っ
て

い
る
の
で
大
変
、
と
こ
ぼ
し
て
も
い
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
端
裏
書
） 

「
公
文
従
儀
師
」 

（
端
裏
上
書
） 

「 
 
 

宝
厳
院
御
房 

 
 
 
 

相
淳
」 

一
紙
申
入
候
、
為
恐
候
、 

此
間
何
等
御
事
候
哉
、
恐
鬱
候
、
今
月 

十
六
日
、
北
山
殿
（
足
利
義
満
）
百
ヶ
日
御
仏
事
七
僧
法
会 

可
被
行
之
由
、
為
蔵
人
権
左
中
弁
家
俊
奉
行 

被
仰
下
候
、
去
明
徳
四
年
後
円
蝕
（
融
）
院
三
十
五
日 

御
仏
事
之
時
、
醍
醐
寺
任
恵
法
印
・
成
舜
僧
都 

被
召
候
了
、
于
今
御
存
生
無
子
細
候
歟
、
貴
寺 

并
醍
醐
僧
名
可
注
進
申
之
由
被
仰
候
、
早
々 

可
注
給
候
、
付
廻
早
々
可
注
給
候
、
無
余
日
之
間
、 

申
沙
汰
難
渋
候
、
可
有
御
察
候
、
毎
事
重
連
々 

可
申
談
候
、
恐
々
謹
言
、 

八
月
九
日 

 

相
淳 

（
ア
函 

三
二
五
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

四
一  

廿
一
口
方
評
定
引
付 

く
函 

四
号 

応
永
一
五
（
一
四
〇
八
）
年
八
月
一
〇
日
条 

百
ヶ
日
御
仏
事
に
僧
を
出
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
東
寺
で
は
、
翌
八
月
一
〇
日
に

は
誰
が
出
る
の
か
を
投
票
で
決
め
ま
す
。
こ
の
日
の
記
録
に
は
、
投
票
で
は
教
遍
、

隆
禅
、
宣
弘
、
快
玄
、
賢
仲
が
選
ば
れ
た
こ
と
、
教
遍
に
は
差
し
支
え
が
あ
る
た
め

五
人
で
は
な
く
四
人
を
出
す
こ
と
、
快
玄
は
（
東
寺
と
あ
わ
せ
て
所
属
し
て
い
る
）

醍
醐
寺
の
僧
と
し
て
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
投
票
次
点
の
尭
清
に
さ

し
か
え
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
前
略
） 

八
月
十
日 

頼
暁 
教
遍 

快
玄 

紹
清 

良
秀 

宗
源 

光
淳 
光
演 

賢
我 

宗
順 
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杲
淳 

一 
鹿
薗
院
殿
（
足
利
義
満
）
御
百
ヶ
日
七
僧
法
会
僧
名
注
進
事 

七
僧
法
会
可
被
行
之
、
東
寺
分
五
口
可
有
出
仕
之
由 

自
従
（
儀
脱
か
）
師
方
（
相
淳
）
相
催
之
、
此
旨
披
露
衆
中
之
処
、
人
数
可 

有
合
点
云
々
、
仍
合
点
之
処
、
妙
観
院
法
印
〈
教
遍
〉
、 

実
相
寺
法
印
〈
隆
禅
〉
、
宝
輪
院
大
僧
都
〈
宣
弘
〉
、
清
浄
光
院
大
僧
都
〈
快
玄
〉 

宝
厳
院
僧
都
〈
賢
仲
〉
、
以
上
五
口
、
此
内
妙
観
院
法
印
〈
教
遍
〉
故 

障
之
間
、
四
口
注
進
之
処
、
清
浄
光
院
大
僧
都
〈
快
玄
〉 

自
醍
醐
注
進
之
、
然
間
、
今
一
口
不
足
之
間
、
増
長
院
大
僧
都
〈
尭
清
〉 

為
次
合
点
之
間
、
相
催
之
、
四
口
有
出
仕
、
於
青
蓮
院
御 

門
跡
、
八
月
十
六
日
被
行
之
、
布
施
物
各
五
百
疋
被 

下
行
之
、
絹
裹
当
座
公
卿
被
引
之
、 

（
後
略
） 

（
く
函 

四
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

四
二  

東
寺
供
僧
評
定
廻
請 

 
そ
函 
二
八
号 

応
永
一
五
（
一
四
〇
八
）
年
八
月
一
〇
日 

法
会
に
出
る
僧
を
決
め
る
た
め
、
今
日
の
未
時
（
一
三
時
～
一
五
時
頃
）
に
会
議

を
お
こ
な
う
の
で
出
席
す
る
よ
う
に
、
と
呼
び
か
け
た
文
書
で
す
。
こ
こ
に
名
前
が

記
さ
れ
て
い
る
人
の
あ
い
だ
で
回
覧
さ
れ
ま
し
た
。
名
前
の
下
に
あ
る
「
奉
」
と
い

う
字
で
出
席
の
意
を
示
し
て
い
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

廻 実
相
寺
法
印
（
隆
禅
）
御
房
「
奉
」 

大
勝
院
法
印
（
弘
経
）
々
々 

宝
輪
院
大
僧
都
（
宣
弘
）
々
々 

観
智
院
大
僧
都
（
宗
海
）
々
々
「
奉
」 

増
長
院
大
僧
都
（
尭
清
）
々
々 

宝
厳
院
僧
都
（
賢
仲
）
々
々
「
奉
」 

宝
勝
院
律
師
（
重
賢
）
々
々 

右
、
今
月
十
六
日
、
北
山
殿
（
足
利
義
満
）
御
百
ヶ
日 

七
僧
法
会
可
被
行
之
、
題
名
僧
東
寺
分 

五
口
、
可
有
注
進
之
由
被
仰
出
、
仍
出
仕
人
数 

事
、
今
日
未
時
可
有
評
定
、
其
以
前 

可
令
入
寺
給
矣
、 

応
永
十
五
年
八
月
十
日 

（
そ
函 

二
八
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

四
三  

北
山
殿
百
ヵ
日
七
僧
法
会
出
仕
僧
合
点
状 

そ
函 

一
八
八
号  

百
ヶ
日
御
仏
事
に
出
る
僧
を
決
め
る
投
票
で
実
際
に
使
わ
れ
た
文
書
で
す
。
名
前

の
横
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
線
の
よ
う
な
も
の
が
そ
の
人
へ
の
投
票
で
す
。
妙
観
院
法

印
（
教
遍
）
に
七
票
、
実
相
寺
法
印
（
隆
禅
）
に
九
票
、
宝
輪
院
大
僧
都
（
宣
弘
）

に
八
票
、
清
浄
光
院
大
僧
都
（
快
玄
）
に
九
票
、
宝
厳
院
僧
都
（
賢
仲
）
に
九
票
入

っ
て
い
ま
し
た
。 
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
合
点
略
） 

七
僧
法
会
交
名
合
点 

普
光
院
法
印
（
頼
暁
）
御
坊 

妙
観
院
法
印
（
教
遍
）
々
々
「
七
」 

実
相
寺
法
印
（
隆
禅
）
々
々
「
九
」 

大
勝
院
法
印
（
弘
経
）
々
々 

宝
輪
院
大
僧
都
（
宣
弘
）
々
々
「
八
」 

観
智
院
大
僧
都
（
宗
海
）
々
々 

増
長
院
大
僧
都
（
尭
清
）
々
々 

清
浄
光
院
大
僧
都
（
快
玄
）
々
々
「
九
」 

宝
厳
院
僧
都
（
賢
仲
）
々
々
「
九
」 

正
覚
院
僧
都
（
紹
清
）
々
々 

弁
律
師
（
良
秀
）
々
々 

宝
勝
院
律
師
（
重
賢
）
々
々 

仏
乗
院
律
師
（
宗
源
）
々
々 

中
将
阿
闍
梨
（
光
淳
）
々
々 

（
以
下
見
返
） 

治
部
卿
阿
闍
梨
（
光
演
）
々
々 

大
進
阿
闍
梨
（
賢
我
）
々
々 

観
智
院 

中
将
阿
闍
梨
（
宗
順
）
々
々 

民
部
卿
阿
闍
梨
（
快
済
）
々
々 

助
阿
闍
梨
（
順
清
）
々
々 

杲
淳 

（
そ
函 

一
八
八
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

四
四  

北
山
殿
百
ヵ
日
七
僧
法
会
題
名
僧
交
名
注
進
案 

ア
函 

一
二
六
号 

応
永
一
五
（
一
四
〇
八
）
年
八
月
一
一
日 

百
ヶ
日
御
仏
事
に
誰
が
参
加
す
る
の
か
が
決
ま
っ
た
の
で
、
八
月
一
一
日
に
そ
の

報
告
を
し
て
い
ま
す
。
原
本
は
先
方
に
提
出
し
た
の
で
東
寺
側
に
は
な
く
、
こ
れ
は

控
え
の
文
書
で
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
端
裏
書
） 

「
七
僧
法
会
交
名
注
進
案
」 

注
進 

七
僧
法
会
題
名
僧
東
寺
四
口
交
名
事 

実
相
寺
按
察 

法
印
権
大
僧
都
隆
禅 

〈
年
六
十
、
戒
四
十
□
夏
〉 

宝
輪
院
弁 

権
大
僧
都 

 

宣
弘 

〈
年
五
十
五
、
戒
四
十
一
夏
〉 

清
浄
光
院
民
部
卿 

快
玄 

〈
年
四
十
九
、
戒
三
十
四
夏
〉 

宝
厳
院
按
察 

権
少
僧
都 

 
賢
仲 

〈
年
四
十
一
、
戒
廿
九
冬
〉 

右
、
注
進
状
如
件
、 
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応
永
十
五
年
八
月
十
一
日
■ 

（
ア
函 

一
二
六
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

四
五  

北
山
殿
百
ヵ
日
七
僧
法
会
出
仕
僧
交
名 

そ
函 

三
〇
号 

応
永
一
五
（
一
四
〇
八
）
年
八
月
一
六
日 

百
ヶ
日
御
仏
事
に
参
加
し
た
僧
の
リ
ス
ト
で
す
。
名
前
の
肩
の
と
こ
ろ
に
所
属
が

書
か
れ
て
い
て
、
「
東
寺
」
あ
る
い
は
「
東
」
と
あ
る
の
が
東
寺
の
僧
で
す
。
展
示

番
号
四
〇
の
い
き
さ
つ
通
り
、
隆
禅
、
宣
弘
、
尭
清
、
賢
仲
の
四
名
が
参
加
し
て
い

ま
し
た
。 ―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
見
返
端
裏
書
） 

「
七
僧
法
会
僧
名
応
永
十
五
八
十
六 

 
 
 
 
 

鹿
苑
院
殿
（
足
利
義
満
）
御
追
善
」 

七
僧
法
会 

権
僧
正 

 
 

（
寺
）
房
誉 

講
師 

（
山
）
忠
慶 

呪
願 

法
印
権
大
僧
都
（
寺
）
房
親 

読
師 

権
大
僧
都 

 

（
山
）
心
能 

三
礼 

（
山
）
心
明 

唄 

権
少
僧
都 

 

（
寺
）
房
能 

散
花 

（
山
）
忠
宴 

堂
達 

題
名
衆 

法
印
権
大
僧
都
（
東
寺
）
隆
禅 

（
寺
）
顕
深 

権
大
僧
都 

 

（
東
）
宣
弘 

（
山
）
忠
賀 

（
東
）
尭
清 

（
醍
）
快
玄 

（
寺
）
房
宗 

（
以
下
見
返
） 

（
寺
）
房
助 

権
少
僧
都 

 

（
東
）
賢
仲 

（
山
）
澄
基 

（
山
）
厳
経 

権
律
師 

 
 

（
山
）
弁
覚 

（
山
）
教
宋 

（
山
）
厳
信 

（
山
）
英
忠 

大
法
師 

 
 

（
寺
）
範
珍 

（
山
）
桓
清 

（
寺
）
房
縁 

（
そ
函 

三
〇
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

四
六  
足
利
義
持
御
判
御
教
書 

ホ
函 

四
一
号
の
二 

応
永
一
五
（
一
四
〇
八
）
年
一
〇
月
五
日 
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義
満
の
死
に
よ
り
立
場
が
一
転
し
て
し
ま
っ
た
人
も
い
ま
す
。
義
満
の
寵
愛
を
受

け
て
い
た
稚
児
の
御
賀
丸
で
す
。 

御
賀
は
以
前
、
東
寺
が
持
っ
て
い
る
荘
園
、
河
原
城
荘
を
強
引
に
買
い
取
り
、
権

利
を
証
す
る
文
書
を
差
し
出
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
義
満
が
死
ん
で
半
年
後

に
は
第
四
代
将
軍
の
足
利
義
持
（
よ
し
も
ち
）
が
、
御
賀
の
過
去
の
振
る
舞
い
を
咎

め
、
も
と
の
通
り
東
寺
に
権
利
を
認
め
た
こ
の
文
書
を
出
し
て
い
て
、
す
っ
か
り
様

子
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

東
寺
領
大
和
国
弘
福
寺
并
河
原
庄
事
、
為 

弘
法
大
師 

勅
給
之
地
、
長
者
代
々
相
続
也
、
而
検
校 

僧
正
（
金
剛
乗
院
俊
尊
）
去
応
永
六
年
二
月
三
日
、
為
仁
王
経
御
読
経 

料
所
、
寄
附
当
寺
畢
、
爰
御
賀
丸
雖
有
申
子
細
、 

不
叙
用
之
処
、
結
句
責
取
避
状
、
抑
留
文
書
云
々
、
早
止 

自
由
之
競
望
、
如
元
寺
家
領
掌
不
可
有
相
違
之
状
、 

如
件
、 応

永
十
五
年
十
月
五
日 

右
近
大
将
源
朝
臣
（
足
利
義
持
）
（
花
押
） 

（
ホ
函 

四
一
号
の
二
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

四
七  

御
賀
大
和
国
河
原
城
荘
代
官
職
請
文 

ホ
函 

四
三
号 

応
永
一
五
（
一
四
〇
八
）
年
一
〇
月
二
五
日 

東
寺
に
河
原
城
荘
を
返
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
御
賀
は
、
な
ん
と
か
荘
園
を
手
放

さ
な
く
て
済
む
よ
う
、
赤
松
性
松
（
義
則
）
に
間
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
、
か
つ
て
東

寺
か
ら
取
り
上
げ
て
い
た
文
書
を
返
却
す
る
こ
と
、
一
年
あ
た
り
四
〇
貫
の
年
貢
を

支
払
う
こ
と
を
申
し
入
れ
、
東
寺
の
代
官
に
し
て
も
ら
お
う
と
し
ま
す
。
赤
松
の
仲

介
と
い
う
こ
と
で
東
寺
も
受
け
入
れ
、
御
賀
に
誓
約
書
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
御
賀
が
東
寺
に
提
出
し
た
の
が
こ
の
文
書
で
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
端
裏
書
） 

「
御
賀
請
文 

応
永
十
五 

十 

廿
五
」 

東
寺
領
大
和
国
河
原
庄
代
官
職
事
、 

契
約
申
之
上
者
、
毎
年
御
年
貢
肆
拾
貫
文 

十
一
月
中
必
可
致
其
沙
汰
、
然
而
為
厳
重
之 

御
願
要
脚
之
間
、
殊
不
可
有
不
法
之
儀
、
若 

雖
少
事
、
令
未
進
懈
怠
者
、
且
於
公
方
及
御 

沙
汰
、
且
不
日
可
被
改
替
代
官
職
、
其
時
更 

不
可
申
子
細
者
也
、
仍
請
文
之
状
如
件
、 

応
永
十
五
年
十
月
廿
五
日 

御
賀
（
花
押
） 

（
ホ
函 

四
三
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

四
八  

廿
一
口
方
評
定
引
付 

天
地
之
部
一
八
号 

応
永
一
三
（
一
四
〇
六
）
年
九
月
一
一
日
条 
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四
七
で
は
東
寺
に
懇
請
す
る
よ
う
な
文
書
を
差
し
出
す
は
め
に
な
っ
て
い
る
御

賀
で
す
が
、
足
利
義
満
の
存
命
中
、
威
勢
が
い
い
と
き
に
は
こ
う
で
し
た 

応
永
一
三
年
九
月
一
〇
日
、
義
満
は
東
寺
を
訪
れ
仏
舎
利
を
も
ら
っ
て
い
き
ま
し

た
。
翌
日
の
会
議
の
記
録
に
は
「
御
奉
請
記
六
、
北
山
殿
自
筆
被
遊
之
了
」
と
あ
り
、

北
山
殿
、
つ
ま
り
義
満
が
自
ら
筆
を
と
っ
て
、
仏
舎
利
を
も
ら
い
受
け
た
旨
の
状
を

し
た
た
め
た
、
と
あ
り
ま
す
。
義
満
は
ま
ず
自
分
、
次
に
御
賀
、
そ
の
次
に
満
済
ら

を
記
し
て
い
ま
す
。
満
済
は
三
宝
院
門
跡
・
醍
醐
寺
座
主
を
兼
ね
、
義
満
の
猶
子
で

も
あ
る
有
力
者
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
前
に
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
御
賀
の
権
勢

の
程
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
前
略
） 

後
、
三
宝
院
、
令
随
身
彼
御
袈
裟
、
［ 

 
 
 

］
北
山
殿
了
、
快
玄
、 

可
参
申
入
之
由
、
蒙
仰
之
間
、
参
北
山
殿
了
、
抑
今
度
御
成
、
御
心
静
、 

寺
家
事
共
御
尋
之
間
、
寺
家
祝
着
、
不
可
過
之
者
也
、
巨
細
記
六
、 

別
在
之
、
於
御
舎
利
封
者
、
北
山
殿
御
付
之
、
於
自
余
道
具
者
、
栄
暁 

僧
都
・
快
玄
両
人
付
封
、
以
上
意
、
如
此
致
沙
汰
了
、 

御
奉
請
記
六
、
北
山
殿
、
自
筆
被
遊
之
了
、
宝
蔵
、
同
籠
之
了
、 

 

〈
後
日
書
入
之
了
〉
応
永
十
三
年
九
月
十
日 

仏
舎
利 

八
粒 

愚
老 
 
 
 

一
〃 

道
祐 

 
 
 

一
〃 

栄
暁
僧
都 

二
〃 

御
賀
丸 

 
 

一
〃 

常
忠 

 
 
 

以
上
、
十
八
粒
、
於
東
寺 

ニ
〃 

満
済
僧
正 

 

一
〃 

隆
禅
法
印 

 

西
院
、
御
奉
請
之
、 

一
〃 

澄
豪
僧
都 

 

一
〃 

快
玄
僧
都 

（
後
略
） 

（
天
地
之
部
一
八
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

四
九  

廿
一
口
方
評
定
引
付 

く
函 

一
号 

応
永
一
一
（
一
四
〇
四
）
年
五
月
二
一
日
条 

応
永
一
一
（
一
四
〇
四
）
年
五
月
二
一
日
、
御
賀
が
河
原
城
荘
を
手
に
入
れ
よ
う

と
東
寺
に
申
し
入
れ
て
き
た
と
き
の
会
議
の
記
録
で
す
。
御
賀
か
ら
の
仰
せ
な
の
で

す
ぐ
に
承
諾
の
返
答
を
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
ず
い
ぶ
ん
気

を
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
前
略
） 同

廿
一
日 

頼
暁 

隆
禅 

宣
弘 

杲
淳 

宗
海 

尭
清 

栄
暁 

賢
仲 

重
賢 

宗
源 

光
淳 

賢
我 

堅
済 

一 

弘
福
寺
領
大
和
国
河
原
城
庄
所
務
職
事 

今
暁
卯
時
、
加
賀
法
橋
、
自
北
山
馳
来
云
、
自
御
児
御
賀
殿
被
仰
云
、
河
原
庄
事
、 

寺
領
之
由
承
、
可
預
給
之
由
、
被
申
候
之
由
申
之
間
披
露
之
処
、
凡
此
間
、
侍
従 

僧
都
頼
寿
、
自
寺
家
預
給
、
而
遠
行
之
間
雖
難
沙
汰
、
自
御
児
被
仰
事
、 

延
引
不
可
然
之
間
畏
可
領
状
申
之
由
、
評
定
了
、
随
而
年
預
罷
出
、
可
申
事
子
細 

由
治
定
了
、 

（
後
略
） 
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（
く
函 

一
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

五
〇  
鎮
守
八
幡
宮
供
僧
評
定
引
付 

ワ
函 

三
四
号 

応
永
二
六
（
一
四
一
九
）
年
七
月
二
日
条 

こ
の
展
示
で
は
「
評
定
引
付
」
と
い
う
文
書
を
い
く
つ
か
な
ら
べ
て
い
ま
す
。
評

定
引
付
と
い
う
の
は
廿
一
口
方
や
学
衆
方
な
ど
の
供
僧
の
組
織
が
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
会
議
の
議
事
録
で
す
。
次
か
ら
次
へ
と
出
て
く
る
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
に
迫

ら
れ
て
い
る
文
章
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
組
織
の
運
営
と
い
う
の
は
楽
で
は
な
さ
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
年
度
は
じ
め
の
最
初
の
会
議
だ
け
は
少
し
様
子
が
ち
が
い
ま
す
。 

鎮
守
八
幡
宮
方
は
七
月
か
ら
翌
年
六
月
が
年
度
で
、
年
度
初
め
の
七
月
二
日
に
は

出
席
者
の
名
前
に
続
け
て
、
鎮
守
八
幡
宮
の
繁
昌
や
荘
園
の
安
穏
無
事
を
披
露
、
と

書
い
て
あ
る
だ
け
で
す
。
で
も
そ
の
後
に
は
・
・
・ 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

鎮
守
八
幡
宮
供
僧
評
定
引
付
〈
応
永
廿
六
、
己
亥
〉 

七
月
二
日 

権
僧
正 

教
遍 

杲
淳 

宗
海 

快
玄 

弘
経 

 

杲
暁 

宗
源 

弘
承 

隆
顕 

宏
済 

 

賢
我 

宗
順 

長
賢 

聖
清 

胤
賢 

 

宗
融 

広
清 

清
円 

宝
清 

（
丁
裏
） 

一 

社
頭
繁
昌
庄
薗
安
穏
吉
事
条
々
披
露
了
、 

（
後
略
） 

（
ワ
函 

三
四
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

五
一  

食
器
食
物
料
足
注
文 

を
函 

九
五
号 

応
永
二
六
（
一
四
一
九
）
年
七
月
二
日 

冒
頭
に
「
久
世 

応
永
廿
六
年
七
月
二
日
」
と
あ
り
ま
す
。
「
久
世
」
と
い
う
の

は
久
世
方
つ
ま
り
鎮
守
八
幡
宮
方
の
こ
と
で
、
日
付
は
五
〇
で
示
し
た
年
度
は
じ
め

の
会
議
の
日
で
す
。
ど
う
や
ら
会
議
の
後
に
は
宴
会
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
た
め

に
用
意
し
た
食
べ
物
な
ど
の
金
額
を
記
し
た
リ
ス
ト
の
よ
う
で
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

久
世 

応
永
廿
六
年
七
月
二
日 

十
文 

 
 
 
 
 

し
ろ
か
わ
（
ら
脱
か
）
け 

五
文 

 
 
 
 
 

中
お
し
き
（
折
敷
） 

三
十
文 

 
 
 
 

三
ト
入 

三
十
五
文 

 
 
 

す
へ
き 

六
文 

 
 
 
 
 

大
お
し
き 

八
十
文 

 
 
 
 

か
な
か
け 

十
文 

 
 
 
 
 

ひ
へ
き 

五
文 

 
 
 
 
 

中
お
し
き 

十
五
文 

 
 
 
 

は
し
か
ミ
つ
け 

十
五
文 

 
 
 
 

三
ト
入 

七
十
文 

 
 
 
 

あ
こ
た 

二
十
文 

 
 
 
 

う
り 
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二
十
文 

 
 
 
 

あ
い
の
物 

十
文 

 
 
 
 
 

あ
を
ま
め 

五
文 

 
 
 
 
 

や
う
の
物 

五
十
文 

 
 
 
 

み
る 

三
十
六
文 

 
 
 
 

あ
ふ
ら 

三
文 

 
 
 
 
 

ひ
さ
こ 

二
十
文 

 
 
 
 

し
ろ
う
り 

三
文 

 
 
 
 
 

し
ゆ
ふ 

十
文 

 
 
 
 
 

こ
ふ
の
り 

七
十
文 

 
 
 
 

わ
か
め 

百
五
十
文 

 
 
 

ふ 

又
三
十
文 

 
 
 

同
シ
イ
タ
ケ
分 

三
十
六
文 

 
 
 

も
ゝ 

十
文 

 
 
 
 
 

は
し
き 

二
十
文 

 
 
 
 

す 

十
文 

 
 
 
 
 

大
こ
ん 

十
五
文 

 
 
 
 

し 

三
百
文 

 
 
 
 

み
そ 

又
百
文
同
コ
ホ
レ
分 

み
そ 

 

五
十
文
下
方
弁 

 
 

右
安
満
二
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
ス 

九
十
文
同
二
そ
く
入 

う
ち
木 

百
文 

 
 
 
 
 

し
は 

三
十
文 

 
 
 
 

い
も 

三
文 

 
 
 
 
 

さ
ん
せ
う 

三
文 

 
 
 
 
 

ゆ 

五
文 

 
 
 
 
 

こ
ふ 

三
十
文 
 
 
 
 

な
す
ひ 

一
貫
文 

 
 
 
 

さ
う
め
ん 

二
貫
百
五
十
文 

 

酒
度
々
分 

五
十
文 

 
 
 
 

又
さ
け 

百
三
十
三
文 

 
 

ち
う
も
ん
さ
け 

都
合 

四
貫
七
百
七
十
一
文 

（
を
函 

九
五
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

五
二  

廿
一
口
方
評
定
引
付 

天
地
之
部
二
七
号 

嘉
吉
元
（
一
四
四
一
）
年
六
月
二
五
日
条 

室
町
幕
府
第
六
代
将
軍
足
利
義
教
（
よ
し
の
り
）
は
、
嘉
吉
元
（
一
四
四
一
）
年

六
月
二
四
日
、
赤
松
満
祐
邸
で
の
宴
席
で
殺
害
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
満
祐
は
領
国

の
播
磨
に
下
っ
て
戦
の
構
え
を
し
ま
す
が
、
九
月
に
は
幕
府
か
ら
送
り
込
ま
れ
た
追

討
軍
に
よ
っ
て
赤
松
氏
一
族
は
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

こ
の
嘉
吉
の
乱
は
、
将
軍
の
権
威
失
墜
や
、
細
川
氏
・
山
名
氏
ら
有
力
大
名
の
抗

争
を
ま
ね
き
、
後
の
応
仁
・
文
明
の
乱
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

義
教
殺
害
の
翌
日
、
廿
一
口
方
の
会
議
で
こ
の
事
件
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
議
事
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
こ
の
満
祐
の
父
が
四
七
で
御
賀
と
東
寺
と
を
仲
介
し
た
赤
松
性
松
（
義

則
）
で
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 
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（
前
略
） 同

廿
五
日 

隆
遍 
宏
寛 

聖
清 

宗
融 

弘
英 

清
円
○
重
耀 

原
清 

重
増 

一 

当
御
所
様
（
足
利
義
教
）
昨
日
廿
四
日
薨
御
事 

去
廿
四
日
酉
刻
計
、
御
所
様
、
赤
松
大
膳
大
夫
（
性
具
）
屋
形
入 

申
候
、
於
当
座
、
討
申
了
、
天
下
之
忩
劇
、
中
々
無
申 

計
候
、
此
子
細
、
披
露
之
処
、
先
々
三
宝
院
殿
（
義
賢
） 

参
申
、
可
訪
申
由
、
衆
儀
了
、 

（
後
略
） 

（
天
地
之
部
二
七
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

五
三  

赤
松
性
具
〈
満
祐
〉
巻
数
返
事 

コ
函 

二
三
号 

永
享
五
（
一
四
三
三
）
年
九
月
二
三
日 

嘉
吉
の
乱
を
引
き
起
こ
し
た
張
本
人
、
赤
松
満
祐
が
そ
の
八
年
前
、
永
享
五
（
一

四
三
三
）
年
に
東
寺
に
送
っ
た
手
紙
が
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。 

東
寺
が
満
祐
の
た
め
に
経
を
読
み
、
そ
の
旨
を
記
し
た
文
書
（
巻
数
と
い
い
ま
す
）

を
満
祐
に
届
け
、
そ
れ
に
対
し
て
満
祐
が
礼
を
述
べ
て
い
る
の
が
こ
の
手
紙
で
す
。

出
家
し
て
い
た
の
で
法
名
の
「
性
具
」
と
署
名
し
て
い
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
端
裏
書
） 

「
赤
松
巻
数
返
事 

永
享
五
」 

巻
数
一
枝
送
給
候
、 

祝
着
之
至
候
、
被
懸
御 

意
候
条
、
恐
悦
候
、
恐
々 

謹
言
、 九

月
廿
三
日 

 
 

性
具
（
赤
松
満
祐
）（
花
押
） 

東
寺 

（
コ
函 

二
三
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

五
四  

廿
一
口
方
評
定
引
付 

天
地
之
部
三
四
号 

長
禄
三
（
一
四
五
九
）
年
一
一
月
一
八
日
条 

嘉
吉
の
乱
で
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
義
教
の
子
が
第
八
代
将
軍
義
政
（
よ
し
ま
さ
）

で
す
。 

長
禄
三
（
一
四
五
九
）
年
一
一
月
一
八
日
の
廿
一
口
方
の
会
議
で
は
、
義
政
が
改

修
の
終
わ
っ
た
花
の
御
所
に
引
っ
越
し
た
の
で
そ
の
祝
い
を
ど
う
す
る
か
、
と
い
う

こ
と
が
議
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
頃
、
世
間
で
は
飢
饉
だ
っ
た
の
で
す
が
・
・
・ 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
前
略
） 

去
十
六
日
夜
時 

一 

公
方
様
上
御
所
ヱ
御
移
徒
、
就
之
御
礼
奉
自
諸
方
〈
公
武
僧
俗
〉
、
任
先
而 

御
例
先
可
致
御
礼
申
之
由
、
有
其
聞
、
然
当
寺
事
、
普
広 
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院
殿
御
時
千
疋
折
紙
幷
金
鐺
輪
被
進
上
之
、
如
爾
只
今 

可
被
進
上
歟
之
由
、
披
露
之
処
、
尤
可
然
其
分
治
定
了
、 

但
来
廿
日
自
方
々
可
有
御
礼
也
、
其
日
ハ
可
有
斟
酌
也
、 

次
目
安
事
寺
奉
行
加
賀
守
ニ
可
有
談
合
之
由
、
治
定
也
、 

次
持
参
仁
躰
事
増
長
院
、
尤
可
然
其
子
細
可
申
之
■
、 

（
後
略
） 

（
天
地
之
部
三
四
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

五
五  

足
利
義
政
御
判
御
教
書 

い
函 

二
九
号 

長
禄
四
（
一
四
六
〇
）
年
三
月
二
六
日 

こ
の
文
書
に
付
さ
れ
て
い
る
の
が
、
そ
の
義
政
の
花
押
で
す
。 

東
寺
が
最
福
寺
と
の
間
で
争
っ
て
い
る
三
町
余
の
土
地
に
つ
い
て
、
最
福
寺
の
主

張
を
退
け
、
東
寺
が
領
知
す
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

東
寺
領
山
城
国
植
松
東
庄
内
田
地
参
町
余
事
、 

最
福
寺
雑
掌
捧
延
文
弐
年
六
月
九
日
御
下
知
・ 

康
応
元
年
四
月
廿
五
日
御
判
以
下
證
文
、
雖
歎
申
之
、 

於
東
寺
者
、
帯
観
応
御
寄
進
状
・
永
和
御
判
之 

御
教
書
并
応
永
八
年
十
月
廿
八
日
御
下
知
已
下
代 

代
御
判
、
于
今
知
行
無
相
違
之
上
者
、
不
能
対
論
、 

至
最
福
寺
訴
訟
者
、
所
令
棄
捐
也
、
早
任
当 

知
行
之
旨
、
寺
家
弥
可
全
領
知
之
状
、
如
件
、 

長
禄
四
年
三
月
廿
六
日 

内
大
臣
兼
右
近
衛
大
将
源
朝
臣
（
足
利
義
政
）
（
花
押
） 

（
い
函 

二
九
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

五
六  

御
成
方
料
足
下
行
切
符 

タ
函 

一
六
九
号 

寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
九
月
四
日 

義
政
は
寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
に
東
寺
に
参
詣
し
ま
す
。
将
軍
様
が
御
成
に
な

る
と
い
う
の
で
、
多
額
の
費
用
を
投
じ
て
念
入
り
に
用
意
を
し
た
よ
う
で
、
お
金
を

支
出
す
る
都
度
作
成
さ
れ
た
明
細
を
貼
り
継
ぐ
と
こ
の
よ
う
に
太
く
な
り
ま
す
。
支

出
の
明
細
は
こ
の
文
書
の
ほ
か
に
も
ま
だ
あ
っ
て
、
大
変
な
出
費
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
前
略
） 

（
合
点
略
） 

一 

就
御
成
事
、
仁
和
寺
へ
仏
乗
院
（
仁
然
）
御
出
代
粮
事 

合
百
七
十
文
者 

友
（
共
）
二
人
加
之
、
八
月
廿
七
日 

一 

相
国
公
罷
出
代
粮
事 

合
弐
百
十
三
文 

友
（
共
）
二
人
加
之
、
八
月
廿
八
日 

一 

百
文
、
雑
掌
駿
川
（
河
）
両
度
入
夜
御
門
跡
へ
参
間
、
酒
直
給
也 

一 
二
百
十
文
、
奈
良
紙
三
束
代 

正
覚
院
（
原
永
）
へ
可
進
之
、 

一 
七
十
文 

同
奈
良
紙
一
束
代 

右
可
有
下
行
、
仍
切
符
如
件 

寛
正
三
年
八
月
廿
八
日 

（
花
押
）
（
宝
輪
院
宗
寿
） 
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（
後
略
） 

（
タ
函 

一
六
九
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

五
七  

御
成
方
散
用
状 

タ
函 

一
七
〇
号 

寛
正
三
（
一
四
六
二
）
年
一
二
月
晦
日 

将
軍
様
御
成
の
費
用
は
、
実
は
他
か
ら
の
借
金
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
利
息
も
か
か
り
、
後
日
の
返
済
額
は
三
〇
三
貫
八
九
〇
文
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
合
点
略
） 

（
端
裏
書
） 

「
御
成
方
算
用
」 

注
進 

御
成
方
御
算
用
状
事 

合 

有
足
之
事 

 

寛
正
三
年
八
月
廿
二
日
御
成 

上
久
世 

弐
拾
漆
貫
八
百
文 

但
上
久
世
庄
段
銭 

十
二
月
廿
二
日
マ
テ 

下
久
世 

拾
六
貫
八
十
一
文 

但
下
久
世
庄
段
銭 

自
十
一
月
十
三
日
至
十
二
月
廿
五
日
分 

此
外 

一
貫
文 

散
祢
院
分
以
前
御
算
用
入
之 

植
松 

八
貫
文 

植
松
庄
反
銭 

十
二
月
丗
日
マ
テ 

上
野 

四
貫
四
百
丗
二
文 

光
明
講
掃
除
御
方
加
定 

上
野
庄
反
銭 

此
外 

二
貫
文 

長
国
寺
分
以
前
御
算
用
入
之 

百
六
十
貫
文
御
折
紙
二
通
分 

造
営
方
御
料
足
御
借
用 

廿
三
貫
二
百
六
十
六
文 

売
物
代
御
注
文
有
之 

九
貫
文 

矢
野
庄
御
年
貢
代
十
二
月
丗
日 

此
外 

一
貫
文 

両
御
給
主
御
分
進
之
候 

五
十
五
貫
三
百
八
文 

 
 
 

浮
足
方
ヨ
リ
出
之 

已
上 

参
百
参
貫
八
百
九
十
文 

同
御
返
弁
分
事 

百
貫
文 

 
 
 
 
 

本
銭
御
返
弁 

十
五
貫
文 

 
 
 
 

同
利 

自
八
月
至
十
二
月
五
ヶ
月
分 

三
文
字 

五
十
貫
文 

 
 
 
 

本
銭
御
返
弁 

七
貫
五
百
文 

 
 
 

同
利 

自
八
月
至
十
二
月
五
ヶ
月
分 

三
文
字 

八
十
五
貫
文 

 
 
 

本
利
御
返
弁 

此
外 

丗
貫
文
作
替
文
書
渡
之
十
一
口
方
分 

丗
七
貫
百
十
二
文 

 

先
度
御
算
用
過
上
分 

九
貫
二
百
七
十
八
文 

同
利 

自
八
月
至
十
二
月
五
ヶ
月
分 

五
文
字 

已
上
三
百
三
貫
八
百
九
十
文 

右
算
用
之
状
如
件
、 

寛
正
三
年
十
二
月
晦
日 

 
 

乗
珎
（
花
押
） 

（
タ
函 

一
七
〇
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

五
八  
広
橋
綱
光
奉
書
案 

そ
函 

六
八
号 

文
正
元
（
一
四
六
六
）
年
閏
二
月
一
三
日 

五
九  

東
寺
長
者
御
教
書 
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ホ
函 

五
六
号 

文
正
元
（
一
四
六
六
）
年
閏
二
月
一
九
日 

義
政
の
夫
人
は
日
野
富
子
で
す
。
現
代
人
に
と
っ
て
は
義
政
よ
り
も
日
野
富
子
の

ほ
う
が
聞
き
覚
え
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
文
正
元
（
一
四
六
六
）
年
三
月
、
義

政
は
夫
人
の
富
子
と
と
も
に
伊
勢
参
宮
を
し
ま
す
。
参
宮
の
間
、
風
雨
の
難
が
な
い

よ
う
に
祈
祷
を
し
な
さ
い
と
い
う
命
令
を
東
寺
の
ト
ッ
プ
に
伝
え
て
い
る
の
が
五

八
の
文
書
、
さ
ら
に
そ
れ
を
東
寺
に
伝
え
て
い
る
の
が
五
九
の
文
書
で
す
。 

こ
れ
を
受
け
て
東
寺
で
は
、
三
〇
人
の
僧
侶
が
三
月
五
日
か
ら
一
七
日
ま
で
の
一

三
日
間
、
愛
染
供
や
不
動
供
を
修
し
、
仁
王
経
を
読
誦
し
て
風
雨
の
難
を
除
く
祈
祷

を
お
こ
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
端
裏
書
） 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 

伝
奏
広
橋
殿 

室
町
殿
様
御
参
宮
御
祈
奉
書
安
文
〈
正
文
在
寺
務
文
正
元
年
壬
二
月
廿
二
日
〉 

為
御
参
宮
御
祈
祷
、
自
来
月
五
日 

至
十
七
日
、
無
風
雨
難
之
様
、
可
致
精
誠 

之
由
、
可
令
下
知
東
寺
給
之
由
、
被
仰
下
候
、 

於
御
巻
数
者
、
自
十
六
日
可
付
給
也
、 

恐
々
謹
言
、 

後
二
月
十
三
日 

 

綱
光 

長
者
僧
正
（
慈
尊
院
定
昭
）
御
房 

（
そ
函 

六
八
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
礼
紙
ウ
ワ
書
） 

「 
 
 
 
 
 
 

（
切
封
墨
引
） 

『
文
正
元 

壬
二 

十
九 

 

御
参
宮
御
祈
寺
務
奉
書
』
観
智
院
御
坊 

定
珎
」 

就 

公
方
様
（
足
利
義
政
）
御
参
宮
御
祈 

伝
奏
（
広
橋
綱
光
）
御
教
書
如
此
到
来
候
、 

以
此
旨
可
令
披
露
寺
家 

給
之
由
可
申
旨
候
、
於
結
願 

御
巻
数
者
十
六
日
夕
方 

可
有
直
進
候
也
、
恐
々
謹
言
、 

後
二
月
十
九
日 

定
珎 

（
ホ
函 

五
六
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

六
〇  

足
利
義
政
自
筆
御
判
御
教
書 

マ
函 

九
四
号 

応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
六
月
二
五
日 

義
政
が
「
天
下
静
謐
」
の
た
め
に
祈
祷
を
す
る
よ
う
、
東
寺
に
命
じ
た
も
の
で
す
。

一
月
前
の
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
五
月
二
六
日
に
は
東
軍
の
兵
が
一
色
義
直
邸
を

攻
め
、
反
対
に
西
軍
の
兵
が
東
軍
の
細
川
勝
久
邸
を
攻
め
る
な
ど
の
戦
闘
が
発
生
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
六
月
に
な
る
と
続
々
と
入
京
し
て
く
る
軍
勢
が
引
き
起
こ
す

戦
の
余
波
で
京
中
が
大
焼
し
て
い
ま
す
。
応
仁
・
文
明
の
乱
と
い
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
戦
乱
が
こ
の
後
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 
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天
下
静
謐
祈
祷
事
、 

近
日
殊
可
致
精
誠
之
状
、 

如
件 

応
仁
元
年
六
月
廿
五
日
（
花
押
）
（
足
利
義
政
） 

東
寺
々
僧
中 

（
マ
函 

九
四
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

六
一  

山
名
宗
全
〈
持
豊
〉
奉
行
人
連
署
兵
粮
米
配
符 

ウ
函 

一
〇
五
号 

応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
八
月
二
二
日 

西
軍
の
将
、
山
名
宗
全
の
下
に
い
る
奉
行
人
が
東
寺
領
の
下
久
世
荘
の
人
達
に
宛

て
て
、
兵
糧
米
を
出
す
よ
う
に
命
じ
て
い
る
文
書
で
す
。
期
限
ま
で
に
納
め
な
か
っ

た
ら
野
伏
を
つ
か
っ
て
厳
し
く
催
促
す
る
と
も
書
い
て
あ
り
、
武
力
が
横
行
す
る
不

気
味
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
端
裏
書
） 

「
兵
糧
米
」 

当
方
御
陳
中
兵
糧
米
之
事 

合 

右
寺
社
本
所
領
并
散
在
地
等
之
事
、
当
年
貢
借 

用
可
申
来
晦
日
已
前
ニ
可
有
沙
汰
候
、
若
令
向
後
延 

引
者
、
以
野
伏
堅
可
被
催
促
候
也
、 

応
仁
元 

八
月
廿
二
日 

 
 

左
衛
門
尉
（
花
押
） 

右
衛
門
尉
（
花
押
） 

瑞
蔭
（
花
押
） 

下
久
世 

名
主
沙
汰
人
御
中 

 

（
ウ
函 

一
〇
五
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

六
二  

斯
波
義
廉
下
知
状 

り
函 

一
〇
〇
号 

応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
六
月
二
一
日 

斯
波
義
廉
が
東
寺
に
対
し
て
、
東
寺
領
の
西
岡
の
者
が
河
内
国
か
ら
上
洛
し
て
き

た
軍
勢
を
妨
害
し
て
合
戦
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
処
罰
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
ま

す
。
斯
波
義
廉
は
西
軍
に
属
し
て
お
り
、
河
内
か
ら
上
洛
し
て
き
て
い
た
の
も
同
じ

く
西
軍
、
畠
山
義
就
の
軍
勢
で
し
た
。 

一
方
に
つ
け
ば
他
方
か
ら
睨
ま
れ
、
か
と
い
っ
て
そ
れ
を
怖
れ
て
何
も
し
な
け
れ

ば
そ
れ
は
そ
れ
で
睨
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
身
を
守
る
た
め
に
は
様
子
を
見
て
難
し

い
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

今
月
十
七
日
自
河
州
上
洛
軍
勢
、 

於
西
岡
寺
領
、
地
下
人
等
相
支
路
次
、 

及
合
戦
之
条
、
太
不
可
然
、
所
詮
一
段
、
為 

寺
家
、
可
被
行
罪
科
、
若
無
其
成
敗
者
、 
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申
付
別
人
、
可
致
其
沙
汰
者
也
、
仍
下
知
如
件
、 

応
仁
元
年
六
月
廿
一
日 

左
兵
衛
佐
（
斯
波
義
廉
）
（
花
押
） 

東
寺
衆
徒
御
中 

（
り
函 

一
〇
〇
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

六
三  

権
大
僧
都
堯
全
起
請
文 

ユ
函 

一
〇
八
号 

応
仁
二
（
一
四
六
八
）
年
六
月
晦
日 

東
寺
は
寺
領
の
こ
と
な
ど
が
あ
っ
て
、
西
軍
側
と
か
か
わ
り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
応
仁
二
年
の
こ
の
と
き
、
東
軍
の
赤
松
政
則
が
東
寺
に
陣
を
設
け
ま
す
。

西
軍
と
の
諸
々
の
関
係
を
知
ら
れ
る
の
は
ま
ず
い
わ
け
で
す
が
、
ど
う
や
ら
伝
わ
っ

て
し
ま
っ
た
ら
し
く
、
だ
れ
か
が
漏
ら
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
犯
人

探
し
を
し
た
よ
う
で
す
。
疑
わ
れ
た
堯
全
が
自
分
で
は
な
い
と
述
べ
て
寺
に
出
し
た

誓
約
書
が
の
こ
っ
て
い
ま
し
た
。 

使
わ
れ
て
い
る
紙
は
東
寺
御
影
堂
宝
印
で
、
誓
約
を
す
る
と
き
に
は
こ
の
よ
う
な

護
符
に
書
く
、
と
い
う
の
が
当
時
の
作
法
で
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

立
申 

起
請
文
事 

再
拝
々
々 

一 

於
寺
家
之
坊
中
、
号
有
逆
同
宿
坊
、
訴
所
司
代
、
欲
令 

罪
科
造
意
、
一
向
不
存
知
間
之
事
、 

一 

今
度
赤
松
方
軍
勢
寺
中
在
陣
之
刻
、
於
諸
坊
之
内
、 

称
在
敵
方
同
意
坊
、
欲
令
破
脚
事
、
一
切
無
之
間
事
、 

一 

衆
中
并
公
人
以
下
、
欲
令
生
涯
牢
籠
等
之
造
意
、
以
前 

一
向
無
之
間
事
、 

一 

諸
坊
中
并
諸
職
等
、
申
懸
虚
名
、
令
致
競
望
事
、
無
紛
形
事
、 

一 

師
資
間
并
諸
人
之
不
和
、
以
前
造
意
一
向
無
之
事
、 

右
、
件
条
々
、
若
偽
申
者
、
可
蒙 

日
本
国
中
大
小
神
祇
、
別
伊
勢
天
照
大
神
・
八
幡
大
菩
薩
・ 

稲
荷
五
所
大
明
神
・
殊
八
大
高
祖
御
罰
者
也
、
仍
起
請
文
如
件
、 

応
仁
弐
年
戊
子
六
月
晦
日 

権
大
僧
都
堯
全
（
花
押
） 

（
ユ
函 

一
〇
八
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

六
四  

廿
一
口
方
評
定
引
付 

天
地
之
部
三
七
号 

文
明
元
（
一
四
六
九
）
年
四
月
二
五
日
条 

応
仁
・
文
明
の
乱
の
最
中
、
東
寺
の
供
僧
は
寺
の
宝
物
が
心
配
に
な
っ
て
醍
醐
寺

へ
避
難
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
醍
醐
寺
も
危
険
か
も
し
れ
な
い
の
で
別
の
と

こ
ろ
に
預
け
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
の
日
の
会
議
で
話
し
合
っ
て
い

ま
す
。
で
は
、
い
つ
、
ど
こ
に
、
ど
う
や
っ
て
、
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
六
条
の
陰

陽
師
に
占
わ
せ
て
決
め
よ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
代
の
私
た
ち
に
は

こ
の
あ
た
り
、
き
ち
ん
と
検
討
す
る
の
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
当
時
は
占

わ
せ
て
決
め
る
の
が
最
も
よ
い
や
り
方
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
五
月
一
六

日
に
は
東
寺
に
戻
す
こ
と
に
決
ま
り
ま
す
が
、
す
で
に
交
通
も
危
険
な
状
況
に
な
っ

て
い
て
、
一
八
日
に
は
延
期
を
決
め
ま
す
。
そ
の
ま
ま
醍
醐
寺
に
預
け
て
い
ま
し
た

が
、
翌
年
に
は
醍
醐
寺
が
戦
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
火
事
に
な
り
、
東
寺
が
預
け
て
い

た
宝
物
も
被
害
を
う
け
て
し
ま
い
ま
す
。 



15 
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
前
略
） 同

廿
五
日 

公
禅 

仁
然 
杲
覚 

尭
杲 

尭
全 

 

宏
清 

原
永 

覚
永 
融
寿 

俊
忠 

 

慶
清 

具
円 

宗
永 

 
 
 

宝
済 

一 

寺
家
宝
物
之
事
、
依
為
乱
世
、
雖
被
置
醍
醐
、 

近
日
有
物
責
之
間
、
可
被
渡
他
所
歟
之
事
、 

六
条
陰
陽
師
に
可
被
占
之
由
衆
儀
了 

（
後
略
） 

（
天
地
之
部
三
七
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

六
五  

仏
乗
院
仁
然
等
連
署
起
請
文 

ユ
函 

一
一
三
号 

文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
四
月
五
日 

納
所
職
の
清
増
が
死
去
し
た
後
、
寺
僧
等
が
乗
琳
を
後
任
に
選
ん
だ
と
こ
ろ
、
北

面
や
中
綱
の
人
々
は
異
議
を
申
し
立
て
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
寺
僧
は
、

我
々
の
と
こ
ろ
で
決
め
た
こ
と
に
下
が
異
を
と
な
え
る
の
は
前
代
未
聞
の
無
作
法

で
、
た
と
え
寺
が
滅
亡
す
る
と
し
て
も
乗
琳
の
納
所
職
補
任
を
改
め
た
り
は
し
な
い

と
一
同
で
誓
っ
て
い
ま
す
。
下
克
上
の
世
の
中
、
こ
れ
ま
で
の
秩
序
が
ゆ
ら
い
で
き

た
こ
と
へ
の
危
機
感
や
怖
れ
が
こ
の
よ
う
な
寺
僧
の
反
応
に
つ
な
が
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。 ―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
裏
書
） 

「
納
所
職
乗
琳
評
定
衆
起
請
文
二
通 

〈
文
明
三
、
四 

五
〉
」 

敬
白 

起
請
文
之
事 

右
子
細
者
、
清
増
跡
納
所
職
、
丹
後
乗
琳
両
人 

所
望
之
内
、
乗
琳
被
補
佐
畢
、
然
而
北
面
中
綱
等 

一
同
申
云
、
去
寛
正
四
年
五
月
、
公
人
中
約
諾
子
細
者
、 

他
人
所
職
不
可
致
競
望
之
由
、
令
沙
汰
告
文
、
於
乗
琳 

彼
判
形
随
一
也
、
然
上
者
於
乗
琳
者
、
不
可
申
承
引
之
由 

致
訴
訟
、
依
衆
義
治
定
被
成
補
任
之
上
、
為
下 

計
申
上
於
之
條
、
前
代
未
聞
之
緩
怠
也
、
縦
寺
家 

雖
及
滅
亡
、
於
乗
琳
納
所
者
、
不
可
有
異
転
之
由
、 

一
味
同
心
評
義
也
、
次
御
鬮
条
目
一
切
不
可
有
口 

外
者
也
、
此
条
々
雖
為
一
事
令
違
越
者
、 

梵
天
帝
釈
四
大
天
王
、
惣
而
日
本
国
中
大
小
神
祇
、 

天
照
太
神
、
八
幡
大
菩
薩
、
稲
荷
五
所
大
明
神 

部
類
眷
属
八
大
高
祖
伽
藍
三
宝
御
罸
於
各
身 

可
罷
蒙
者
也
、
仍
起
精
文
之
状
如
件
、 

文
明
参
年
四
月
五
日 

宗
明
（
花
押
） 

頼
俊
（
花
押
） 

重
禅
（
花
押
） 

厳
信
（
花
押
） 

俊
忠
（
花
押
） 

融
寿
（
花
押
） 

覚
永
（
花
押
） 
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宝
済
（
花
押
） 

原
永
（
花
押
） 

宏
清
（
花
押
） 

堯
全
（
花
押
） 

堯
果
（
花
押
） 

果
覚
（
花
押
） 

仁
然
（
花
押
） 

追
加 

 

就
此
題
目
、
評
定
衆
并
一
結
衆
之
内
雖
為
一
人
有
難
儀 

大
事
等
出
来
之
事
者
、
不
顧
生
涯
、
可
有 

一
同
扶
持
合
力
者
也
、 

（
ユ
函 

一
一
三
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

六
六  

清
貞
秀
書
状 

ニ
函 
七
七
号
の
二 

閏
九
月
二
九
日 

文
明
一
一
（
一
四
七
九
）
年
の
も
の
ら
し
い
文
書
で
、
将
軍
義
政
が
「
大
師
御
絵
」

を
ご
覧
に
な
り
た
い
と
の
こ
と
な
の
で
持
っ
て
き
な
さ
い
、
と
東
寺
に
伝
え
て
い
ま

す
。
大
師
御
絵
と
い
う
の
は
今
も
東
寺
に
伝
わ
る
『
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
』
で
す
。

「
早
々
可
有
御
持
参
候
」
と
書
く
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
「
返
々
急
々
可
御
進
上
候
」

と
繰
り
返
し
て
い
る
あ
た
り
、
急
ぎ
の
感
が
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
書
状
を
書
い
て
い

る
貞
秀
は
よ
ほ
ど
義
政
に
せ
か
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

大
師
御
絵
可
有 

御
覧
候
由
、
被
仰
出
候
、 

早
々
可
有
御
持
参 

候
、
乱
中
少
々
失
之 

由
申
入
候
、
返
々
急
々 

可
御
進
上
候
、
恐
々 

謹
言
、 

後
九
月
廿
九
日 

貞
秀
（
花
押
） 

東
寺
雑
掌 

（
ニ
函 

七
七
号
の
二
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

六
七  

勧
修
寺
教
秀
奉
書 

ミ
函 

一
九
九
号 

五
月
六
日 

足
利
義
政
の
意
を
受
け
て
勧
修
寺
教
秀
が
東
寺
に
出
し
た
文
書
で
す
。
大
納
言
殿

の
た
め
に
懇
丹
を
凝
ら
し
て
祈
祷
を
し
な
さ
い
、
と
命
じ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ

だ
け
で
は
何
の
こ
と
だ
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
文
書
に
は
年
が
書
か
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
文
明
一
二
（
一
四
八
〇
）
年
の
も
の
の
よ
う
で
、
実
は
こ
の
四
日
ほ
ど

前
に
大
納
言
殿
、
つ
ま
り
義
政
の
子
で
あ
る
義
尚
（
よ
し
ひ
さ
）
が
遁
世
す
る
と
い

っ
て
髪
を
切
り
出
奔
し
よ
う
と
す
る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
子
の
奇
行
を
心
配
す
る

親
の
気
持
ち
が
こ
の
祈
祷
の
命
令
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

大
納
言
殿
（
足
利
義
尚
）
御
祈
事
、 
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自
来
九
日
、
一
七
ヶ
日
間
、 

満
寺
殊
可
凝
懇
丹 

由
、
被
仰
下
之
状
如
件
、 

五
月
六
日 

 
 

（
花
押
）（
勧
修
寺
教
秀
） 

東
寺
衆
徒
中 

（
ミ
函 

一
九
九
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

六
八  

鎮
守
八
幡
宮
供
僧
評
定
引
付 

ね
函 

二
二
号 

文
明
一
四
（
一
四
八
二
）
年
二
月
廿
一
日
条 

京
都
を
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
っ
た
応
仁
・
文
明
の
乱
が
終
わ
っ
て
五
年
後
、
将
軍
職

も
す
で
に
子
の
義
尚
に
譲
っ
て
い
た
義
政
は
東
山
に
山
荘
の
造
営
を
始
め
ま
す
。
と

い
っ
て
も
周
り
に
命
じ
て
造
ら
せ
る
わ
け
で
、
東
寺
に
も
寺
領
の
老
若
を
悉
く
駈
せ

催
し
て
役
を
勤
め
る
よ
う
に
と
の
命
令
が
届
き
ま
し
た
。
地
形
普
請
と
い
う
の
で
、

整
地
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
鎮
守
八
幡
宮
方
で
は
急
遽
会
議
を
開
き
、
人
手
を
出
す

た
め
の
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
前
略
） 二

月
廿
一
日 

宏
清 

覚
永 

融
寿 

慶
清 

頼
俊 

宗
演 

祐
源 

宝
紹 

栄
舜 

俊
雄 

真
海 

俊
耀 

融
章 

公
尋 

融
守 

 
 
 
 
 
 

厳
信 

一 

東
山
御
山
荘
地
形
御
普
請
之
事
、
以
境
内
并
近
所
寺
領
人
数 

可
勤
仕
之
由
被
成
御
奉
書
〈
布
施
下
野
守
松
田
対
馬
守
〉
仍
諸
庄
薗
頭
取
之
上
者
、 

為
久
世
方
可
存
知
之
由
、
以
衆
儀
、
自
廿
一
口
年
預
渡
賜
御
奉
書
了
、
仍
此
旨 

披
露
候
処
、
今
日
点
申
剋
、
催
内
談
、
被
召
諸
預
所
、
可
有
談
合
云
々 

同
御
請
之
文
言
可
有
談
合
也
、
於
御
請
状
者
明
日
廿
二
日
廿
一
口
年
預
同
道 

申
礼
銭
百
疋
相
副
対
馬
方
へ
可
持
参
之
由
衆
儀
了
、 

御
奉
書
云 

一 

東
山
御
山
荘
地
形
御
普
請
事
、
自
去
四
日
被
仰
付
訖
、
以
境
内
并
近
所 

寺
領
人
数
、
不
分
上
下
、
不
言
諸
家
被
官
、
老
若
悉
駈
催
之
、
可
被
勤
仕
之
、 

為
邂
逅
儀
之
上
者
、
不
可
成
已
後
引
懸
、
若
有
難
渋
之
輩
者
、
不
日 

可
被
注
申
交
名
之
由
、
被
仰
出
候
也
、
仍
執
達
如
件 

文
明
十
四 

二
月
十
日 

 

英
基
判 

布
施
下
野
守 

数
秀
判 

松
田
対
馬
守
、
一
方
之
寺
奉
行
也 

東
寺
雑
掌 

御
請
状
云 

一 

東
山
御
山
荘
御
普
請
之
事
、
被
仰
出
候
則
申
付
寺
領
之
郷
民
等
可
致
其
沙
汰
候
、 

以
此
旨
、
可
然
之
様
、
可
預
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言 

二
月
廿
二
日 

 

覚
永 

廿
一
口 

俊
忠 

当
奉
行 

布
施
下
野
守
殿 

松
田
対
馬
守
殿 

（
後
略
） 

（
ね
函 

二
二
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 
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六
九  

東
山
々
荘
普
請
方
入
足
注
文 

ひ
函 

一
一
五
号
の
一 

文
明
一
五
（
一
四
八
三
）
年
一
一
月
一
八
日 

七
〇  
鎮
守
八
幡
宮
供
僧
評
定
引
付 

ワ
函 

七
八
号 

文
明
一
五
（
一
四
八
三
）
年
七
月
二
七
日
条 

東
山
山
荘
普
請
の
た
め
に
東
寺
が
文
明
一
四
年
に
負
担
し
た
額
を
書
き
上
げ
て

い
る
の
が
六
九
、
文
明
一
五
年
に
な
っ
て
一
万
疋
（
一
〇
〇
貫
文
）
が
東
寺
に
賦
課

さ
れ
て
き
た
の
で
そ
の
対
応
を
話
し
合
っ
て
い
る
の
が
七
〇
で
す
。
東
山
山
荘
と
い

う
は
い
ま
の
銀
閣
寺
の
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
人
が
関
わ
っ
て
造
ら
れ
て

い
た
の
で
す
ね
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
合
点
略
） 

文
明
十
四
年 

東
山
殿
御
山
荘
御
普
請
方
入
足
之
事  

都
合
拾
参
貫
百
四
十
三
文 

於
寺
家
別
当
分
之
事 

八
貫
文 

 
 

久
世
方
上
下
庄
之
分 

五
貫
文 

 
 

植
松
方 

一
貫
五
百
文 

上
野
方 

五
百
文 

 
 

柳
原 

以
上 庄

家
懸
足
之
分 

七
貫
文 

 
 

上
久
世
庄 

四
貫
文 

 
 

下
久
世
庄 

三
貫
文
〈
定
ハ
二
貫
文
〉
植
松
庄 

四
貫
文
〈
定
ハ
二
貫
文
〉
上
野
庄 

五
百
文 

 
 

柳
原 

以
上 

此
外
拝
師
女
御
田
段
別
五
十
人
宛 

被
懸
之
了 

------------

（
折
紙
） 

現
寺
納
分
之
事 

二
貫
五
百
文 

上
久
世
庄 

一
貫
五
百
文 

下
久
世
庄 

五
貫
文 

 
 

植
松
方
〈
自
預
所
方
渡
之
〉 

一
貫
文 

 
 

上
野
庄 

五
百
文 

 
 

柳
原 

以
上
十
貫
五
百
文
之
内 

九
貫
六
百
丗
文 

上
野
方
エ
返
弁
了 

文
明
十
四
、
二
月
、
五
貫
文
借
用
之
内 

一
貫
文 

 
 
 

造
営
方
旦
返
弁
了 

折
紙
裏
ニ
返
弁
之
証
ヲ
書
付
了 

右
大
方
貫
悟
之
分
注
之 

委
細
者
在
別
紙
又
者 

納
所
可
存
知
也 

文
明
十
五
、
六
月
五
日 

一 

二
百
八
十
六
文 

対
馬
方
人
夫
廿
六
人
、
門
指
二
人 
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一 
丗
文
不
足 

 

已
上
三
百
廿
文 

六
ヶ
月
分
利
百
文 

以
上
四
百
廿
文 

文
明
十
五
、
十
一
月
十
八
日
、
算
用
了 （

ひ
函 

一
一
五
号
の
一
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
前
略
） 同

廿
七
日 

権
僧
正 

教
済 

融
寿
退 

俊
忠 

公
遍 

慶
清 

重
禅 

 

厳
信 

円
忠 

 

祐
源 

宝
紹 
俊
雄 

真
海 

 

公
尋 

原
助 

 
 
 
 

覚
永
退 

一 

就
東
山
殿
様
御
普
請
料
、
昨
日
自
所
司
代
（
浦
上
則
宗
）
御
奉
書
并
所
司
代 

副
折
紙
到
来
、
御
奉
書
云 

東
山
御
所
御
普
請
料
、
万
疋
為
当
寺
領
分
、
不
日
可
被
致 

其
沙
汰
之
由
候
也
、
仍
執
達
如
件
、 

文
明
十
五 

 
 

 

七
月
廿
三
日 

（
布
施
）
英
基 

判 

（
松
田
）
数
秀 

判 

東
寺
雑
掌 

所
司
代
折
紙 

東
山
殿
御
普
請
料
万
疋
事
、
任
去
廿
三
日
御
奉
書
之
旨
、 

早
々
可
致
其
沙
汰
、
万
一
有
遅
速
之
儀
者
、
以
譴
責
、
可
致 

催
促
之
由
被
仰
出
者
也
、
仍
状
如
件
、 

文
明
十
五 

七
月
廿
六
日 

（
浦
上
）
則
宗
判 

東
寺
雑
掌 

（
後
略
） 

（
ワ
函 

七
八
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

七
一  

廿
一
口
方
供
僧
評
定
引
付 

ワ
函 

七
九
号 

文
明
一
八
（
一
四
八
六
）
年
九
月
一
八
日
条 

土
一
揆
と
い
う
の
は
、
民
衆
が
土
倉
や
酒
屋
を
襲
っ
て
借
金
の
棒
引
き
を
認
め
さ

せ
た
り
、
質
に
取
ら
れ
て
い
る
土
地
や
物
を
取
り
も
ど
し
た
り
、
幕
府
に
徳
政
令
を

出
す
よ
う
に
強
要
し
た
り
と
い
う
よ
う
な
蜂
起
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
東
寺
は
こ
れ

ま
で
も
度
々
一
揆
側
の
陣
地
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
、
文
明

一
八
年
九
月
一
〇
日
、
細
川
政
元
の
軍
勢
が
寺
に
た
て
こ
も
っ
て
い
る
土
一
揆
を
追

い
立
て
て
い
る
と
、
放
火
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
事
故
な
の
か
、
金
堂
や
講
堂
、

鐘
楼
、
経
蔵
、
鎮
守
八
幡
宮
、
中
門
、
南
大
門
な
ど
多
く
の
建
物
が
炎
上
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
前
略
） 同

十
八
日 

宝
縁 

教
済 

覚
永 

融
寿 

俊
忠 

慶
清 
厳
信 

宗
承 

円
忠 

祐
源 

杲
明 

栄
舜 

俊
雄 

公
尋 

俊
我 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公
遍 
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（
付
箋
）
「
伽
藍
炎
上
之
事
」 

一 
当
寺
伽
藍
回
禄
事 

去
十
日
重
而
土
一
揆
楯
籠
于
寺
中
之
間
、
為 

武
家
被
仰
付
、
以
細
河
（
政
元
）
手
、
令
追
却
之
処
、
金
堂
損
火
、 

所
謂
金
堂
同
回
廊
・
講
堂
同
廊
・
鐘
楼
・
経
蔵 

鎮
守
同
回
廊
・
中
門
并
廊
・
南
大
門
已
上
七
宇
一
時 

炎
上
、
凡
草
創
延
暦
十
五
以
来
六
百
九
十
二
年
、
曁 

于
斯
時
滅
亡
、
是
可
謂
時
節
到
来
、
衆
僧
之 

愁
歎
・
密
徒
之
凌
廃
也
、
如
祖
師
記
文
者
、
天
下
之 

衰
弊
・
国
土
妖
乱
無
疑
也
、
見
聞
之
緇
素
、
敢 

無
不
驚
悲
者
也
、 

（
後
略
） 

（
ワ
函 

七
九
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

七
二  

廿
一
口
方
評
定
引
付 

ち
函 

二
六
号 

明
応
二
（
一
四
九
三
）
年
二
月
一
〇
日
条 

第
一
〇
代
将
軍
義
材
（
よ
し
き
）
は
、
明
応
二
（
一
四
九
三
）
年
二
月
一
五
日
、

畠
山
基
家
を
討
つ
た
め
、
河
内
の
国
に
向
け
て
京
都
を
た
ち
ま
す
。
そ
の
直
前
、
東

寺
に
は
人
夫
一
〇
〇
人
を
出
す
よ
う
に
命
令
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
会
議
で
は

ど
う
す
る
か
を
話
し
合
っ
て
い
て
、
免
除
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
幕
府
の
東
寺
担
当

奉
行
に
頼
ん
で
み
よ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
前
略
） 二

月
十
日 

教
済 

慶
清 

厳
信 

宗
承 

成
印 

祐
源 

円
忠 

栄
舜 

俊
雄 

真
海 

公
尋 

瑤
遍 

秀
済 

救
賢 

公
遍 

就
河
内
国 

御
動
座
、
寺
領
人
夫
百
人
、
可
召
進
之
由
御
奉
書
、
闔
閤
下
知
、 

昨
日
触
口
持
来
、
仍
以
両
雑
掌
、
可
預
免
除
之
由
、
闔
閤 

方
へ
可
被
仰
遣
由
了
、 

（
後
略
） 

（
ち
函 

二
六
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

七
三  

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書 

い
函 

三
八
号 

明
応
二
（
一
四
九
三
）
年
閏
四
月
一
〇
日 

四
月
二
二
日
、
細
川
政
元
は
将
軍
足
利
義
材
が
河
内
に
出
陣
し
て
い
る
隙
を
つ
い

て
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
新
し
い
将
軍
を
擁
立
し
て
し
ま
い
ま
す
。
義
材
や
と
も

に
河
内
に
進
軍
し
て
い
た
畠
山
政
長
は
ひ
と
月
の
あ
い
だ
抗
戦
を
続
け
て
い
ま
し

た
が
、
閏
四
月
二
四
日
の
攻
撃
で
敗
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
文
書
は
そ
の
直

前
に
京
都
の
ク
ー
デ
タ
ー
政
権
側
か
ら
東
寺
に
対
し
て
天
下
安
全
の
祈
祷
を
す
る

よ
う
に
命
じ
て
い
る
も
の
で
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
封
紙
ウ
ワ
書
） 
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「
東
寺
々
僧
御
中 

 

加
賀
前
司
清
房
」 

天
下
安
全
御
祈
祷
事
、
可 

被
致
精
誠
之
由
、
所
被
仰
下
也
、 

仍
執
達
如
件
、 

「
飯
尾
」 

明
応
弐
年
閏
四
月
十
日 
加
賀
前
司
（
飯
尾
清
房
）
（
花
押
） 

「
諏
方
」 

信
濃
前
司
（
諏
訪
貞
通
）
（
花
押
） 

東
寺
々
僧
御
中 

（
い
函 

三
八
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

七
四  

飯
尾
清
房
書
状 

マ
函 

九
七
号 

明
応
二
（
一
四
九
三
）
年
五
月
一
五
日 

実
は
七
三
は
東
寺
に
再
交
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。
最
初
に
出
さ
れ
た
文
書
は
あ
て

先
が
「
東
寺
衆
徒
御
中
」
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
東
寺
は
い
っ
た
ん
そ
の
文
書
を

返
却
し
、
幕
府
側
が
あ
て
先
を
「
東
寺
々
僧
御
中
」
に
直
し
た
文
書
を
あ
ら
た
め
て

作
成
し
東
寺
に
交
付
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
七
三
で
、
そ
の
と
き
に
あ
わ
せ
て
送
ら
れ

た
手
紙
が
こ
の
七
四
で
す
。
東
寺
百
合
文
書
に
は
二
万
通
を
超
え
る
文
書
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
文
書
が
あ
る
と
関
連
す
る
興
味
深
い
文
書
も
見
つ

か
る
と
い
う
一
例
で
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
封
紙
ウ
ワ
書
） 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飯
尾
加
賀
守 

 

東
寺
年
預
御
房
御
返
報 

 
 
 
 

清
房
」 

就
御
祈
祷
之
儀
被
成
御
下
知
候 

処
、
当
所
事
、
可
為
寺
僧
中
之
由
、 

承
候
間
、
即
調
直
進
之
候
、
於
御 

祈
者
別
而
可
被
抽
丹
誠
候
事 

肝
要
候
、
次
制
札
事
、
得
其
意
候
、 

即
付
申
候
て
、
可
調
進
候
、
恐
々
謹
言
、 

「
明
応
弐
」 

「
飯
尾
加
賀
」 

五
月
十
五
日 

 

清
房
（
花
押
） 

東
寺
年
預
御
房 

御
返
報 

（
マ
函 

九
七
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

七
五  

飯
尾
清
房
書
状 

ニ
函 

三
三
一
号 

九
月
一
八
日 

幕
府
に
は
東
寺
な
ど
の
大
き
な
寺
社
と
の
連
絡
役
を
担
う
人
が
お
り
、
東
寺
を
担

当
す
る
人
は
「
東
寺
奉
行
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
文
書
は
東
寺
奉
行
で
あ

る
飯
尾
清
房
か
ら
東
寺
に
宛
て
た
も
の
で
、
東
寺
が
将
軍
へ
松
茸
の
折
三
合
を
献
上

し
た
こ
と
に
つ
い
て
礼
を
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
は
別
に
清
房
に
も
一
合
が
送
ら
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れ
た
よ
う
で
「
賞
翫
無
他
候
」
と
礼
を
述
べ
て
い
ま
す
。
松
茸
は
今
も
昔
も
た
だ
の

き
の
こ
で
は
な
く
特
別
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
ね
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

松
茸
折
三
合
進
上
候 

旨
、
則
致
披
露
候
、
珎
重
候
、 

仍
私
一
合
送
給
候
、
賞
翫 

無
他
候
、
委
細
猶
雑
掌
可 

令
申
間
、
閣
筆
候
、
恐
々
謹
言
、 

九
月
十
八
日 

清
房
（
花
押
） 

東
寺
年
預
御
房 

進
之
候 

（
ニ
函 

三
三
一
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

七
六  

大
和
国
平
野
殿
荘
僧
範
舜
松
茸
送
進
状 

ヨ
函 
一
〇
号
の
一 

一
〇
月
四
日 

松
茸
と
い
え
ば
、
百
合
文
書
の
な
か
に
は
鎌
倉
時
代
、
大
和
国
の
平
野
殿
荘
か
ら

年
貢
と
し
て
松
茸
を
納
め
る
と
き
に
添
え
て
送
っ
た
文
書
が
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
文
書
は
範
舜
が
現
地
の
管
理
人
に
松
茸
を
納
め
た
と
き
に
あ
わ
せ
て
出
し
た

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
五
〇
本
を
納
め
て
い
た
け
れ
ど
も
今
年
は
全
然
生
え
な
く
て
、

な
ん
と
か
三
五
本
を
納
め
る
、
と
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
松
茸
も
贈
り
も
の
に

つ
か
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

御
年
く
の
御
ま
つ
た
け 

合
三
十
五
本 

右
進
上
せ
し
め
候
、
さ
き
ゝ
ゝ
ハ 

五
十
本
ま
い
り
候
へ
と
も
、
今
年 

つ
や
ゝ
ゝ
お
ひ
す
候
あ
ひ
た
、
も 

と
め
い
た
し
て
、
候
に
し
た 

か
ひ
て
し
ん
ぜ
し
め
候 

よ
き
や
う
に
御
け
さ
ん
に 

入
し
め
給
へ
く
候 

十
月
四
日 

僧
範
舜 

真
行
御
房 

（
ヨ
函 

一
〇
号
の
一
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

七
七  

室
町
幕
府
禁
制 

り
函 

一
〇
九
号 

永
正
五
（
一
五
〇
八
）
年
五
月
二
日 

七
二
、
七
三
で
触
れ
た
第
一
〇
代
将
軍
足
利
義
材
は
、
河
内
に
出
兵
し
て
い
る
間

に
京
都
で
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
り
、
そ
の
首
謀
者
細
川
政
元
が
送
り
込
ん
で
き
た
軍

に
敗
れ
て
将
軍
を
廃
さ
れ
、
京
都
で
囚
わ
れ
の
身
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
と
は
こ
れ
で
終
わ
ら
ず
、
義
材
は
越
中
へ
逃
れ
て
名
を
義
尹
（
よ
し
た
だ
）

に
あ
ら
た
め
、
さ
ら
に
周
防
へ
移
っ
て
政
元
へ
の
対
抗
を
続
け
ま
す
。
永
正
四
（
一

五
〇
七
）
年
に
な
っ
て
政
元
が
暗
殺
さ
れ
る
と
、
機
に
乗
じ
て
上
京
を
企
て
、
盛
り

返
し
て
き
ま
す
。
こ
の
文
書
は
ま
だ
堺
に
滞
在
し
て
い
る
義
尹
の
も
と
に
東
寺
が
頼
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ん
で
出
し
て
も
ら
っ
た
禁
制
で
す
。
義
尹
が
京
都
に
入
り
、
将
軍
に
復
帰
す
る
の
は

こ
の
後
の
こ
と
で
す
が
、
す
で
に
世
間
で
は
そ
う
い
っ
た
勢
い
や
流
れ
を
感
じ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

禁
制 

東
寺 

一 

軍
勢
甲
乙
人
等
乱
入
狼
藉
事 

一 

伐
取
竹
木
事 

一 

相
懸
兵
粮
米
事 

右
条
々
、
堅
被
制
止
訖
、
若
有
違
犯
之 

輩
者
、
速
可
被
処
厳
科
之
由
、
所
被
仰 

下
也
、
仍
下
知
如
件
、 

 

永
正
五
年
五
月
二
日 

対
馬
守
平
朝
臣
（
花
押
） 

（
り
函 
一
〇
九
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

七
八  

越
中
法
眼
承
盛
書
状 

ト
函 

一
四
八
号 

永
正
五
（
一
五
〇
八
）
年
五
月
二
八
日 

堺
に
い
る
足
利
義
尹
は
入
洛
に
あ
わ
せ
て
東
寺
に
参
詣
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い

て
、
醍
醐
寺
三
宝
院
門
跡
の
持
厳
を
通
し
て
東
寺
に
話
が
届
き
ま
す
。
例
に
な
ら
っ

て
東
寺
の
八
幡
宮
に
参
り
、
実
相
寺
の
本
尊
を
拝
見
し
た
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
で

東
寺
は
急
い
で
そ
の
対
応
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
東
寺
と
三
宝
院
と
の
間

で
義
尹
の
御
成
準
備
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
や
り
と
り
が
あ
り
、
七
八
、
七
九
は
そ

の
な
か
で
三
宝
院
側
か
ら
東
寺
に
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
八
幡
宮
参
詣
の
と
き
に
は

御
剣
の
奉
納
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
ど
う
す
る
か
と
か
、
宿
坊
の
図
面
が
欲
し
い

と
か
細
々
し
た
実
務
的
な
詰
め
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
端
裏
書
） 

「
永
正
五 

五 

廿
九
到
」 

就
今
度
御
成
之
儀
、
可
被
注
申
条
々
事
、 

一 

寺
中
御
成
之
時
、
御
道
遣
之
事
、 

一 

八
幡
御
参
詣
之
時
、
急
度
御
釼
な
と 

御
奉
納
有
之
歟
、
又
御
馬
・
御
太
刀
被
引 

候
哉
、
先
規
如
何
、 

一 

御
宿
坊
ニ
折
紙
、
或
御
太
刀
以
下
被
下 

例
有
之
歟
、 

一 

御
宿
坊
之
指
図
、
早
々
調
進
可
有
之
、 

一 

八
幡
御
参
詣
計
歟
、
又
余
之
伽
藍
へ
も 

御
参
詣
有
之
歟
、
先
規
之
様
、
懇
可
被 

注
進
候
、
委
細
者
此
御
使
可
申
分
候
、 

御
由
（
油
）
断
候
て
ハ
不
可
然
候
、
早
々
御
注 

進
肝
要
候
、
為
其
、
態
人
を
上
申
候
、 

恐
々
謹
言
、 

五
月
廿
八
日 

 
 
 

承
盛
（
花
押
） 
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東
寺
年
預
御
坊 

（
ト
函 

一
四
八
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

七
九  

越
中
法
眼
承
盛
書
状 

ア
函 

二
七
三
号 

永
正
五
（
一
五
〇
八
）
年
六
月
四
日 

義
尹
御
成
の
と
き
に
想
定
さ
れ
る
動
き
を
東
寺
に
伝
え
て
い
る
書
状
で
、
南
大
門

か
ら
入
っ
て
八
幡
宮
に
参
り
、
つ
い
で
実
相
寺
に
御
成
、
持
仏
堂
で
地
蔵
菩
薩
を
ご

覧
に
な
る
が
こ
れ
は
短
時
間
の
予
定
で
・
・
・
な
ど
と
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
本
当

の
実
相
寺
は
実
は
ず
い
ぶ
ん
昔
に
廃
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
実
相
寺
に
参

る
の
が
先
例
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
今
回
は
別
の
建
物
を
実
相
寺
に
な
ぞ
ら
え
て

対
応
す
る
よ
う
で
す
。
東
寺
百
合
文
書
の
仲
間
で
現
在
は
京
都
大
学
が
所
蔵
し
て
い

る
「
教
王
護
国
寺
文
書
」
の
な
か
に
こ
の
よ
う
な
事
情
が
わ
か
る
文
書
が
の
こ
っ
て

い
ま
す
。 ―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

（
封
紙
ウ
ワ
書
） 

「 
 
 
 
 
 
 
 

越
中
法
眼 

 

東
寺
年
預
御
房
御
返
報 

 

承
盛
」 

（
端
裏
書
） 

「
永
正
五 

六 

五
到
」 

御
差
図
之
様
、
具
御
披
露
候
、 

為
寺
家
、
記
被
申
旨
、
可
然
之
由 

被 

仰
出
候
、
如
差
図
自
南
大
門
、 

八
幡
宮
江
可
有
御
社
参
候
、
自
其 

実
相
寺
江
可
為 

御
成
候
、
則
於 

持
仏
堂
地
蔵
菩
薩
可
有
御 

拝
見
候
、
聊
御
逗
留
不
可
有 

御
座
候
、
就
者
十
二
間
可
為
御
前 

候
、
場
迄
候
間
敷
候
、
暫
時
之
御 

事
候
間
、
余
之
御
座
敷
者
無 

用
候
、
次
御
小
便
所
御
間
半
者
、 

如
差
図
可
有
御
用
意
候
、
猶 

巨
細
之
段
、
雑
掌
可
被
申
候
、 

此
趣
寺
家
可
有
御
披
露
之
由
候
、 

恐
々
謹
言
、 

六
月
四
日 

 

承
盛
（
花
押
） 

東
寺 年

預
御
房 

（
ア
函 

二
七
三
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

八
〇  

松
永
久
秀
書
状 

り
函 

一
三
六
号 

（
永
禄
六
（
一
五
六
三
）
年
）
四
月
一
一
日 

大
和
国
の
武
将
、
松
永
久
秀
か
ら
の
書
状
で
、
東
寺
の
五
重
塔
が
雷
の
た
め
に
焼

け
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
見
舞
っ
て
い
ま
す
。
五
重
塔
は
度
々
焼
失
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
と
き
焼
け
た
塔
は
一
二
九
三
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
鎌
倉
幕
府
の
終
わ
り

か
ら
建
武
の
新
政
、
南
北
朝
に
分
か
れ
て
の
争
い
、
室
町
時
代
の
数
々
の
政
変
、
応
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仁
・
文
明
の
乱
な
ど
、
こ
の
展
示
で
と
り
あ
げ
た
時
期
に
ち
ょ
う
ど
重
な
っ
て
存
在

し
て
き
ま
し
た
。
高
い
建
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
現
代
で
も
東
寺
の
五
重
塔
は
京
都
の

景
観
の
な
か
に
大
き
な
存
在
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
風
景
か
ら
五
重
塔
が
消
え
て
し

ま
っ
て
、
当
時
の
人
々
は
ど
う
感
じ
た
で
し
ょ
う
か
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

塔
婆
雷
火
之
段
、
言
語 

道
断
時
節
到
来
ニ
候
へ
ハ
、 

非
可
有
御
歎
事
候
、
各
以
御 

馳
走
御
建
立
、
来
世
之
御 

名
誉
為
可
残
申
与
存
候
間
、 

無
御
退
屈
御
造
営
肝
要 

存
候
、
恐
々
謹
言
、 

四
月
十
一
日 

 

久
秀
（
花
押
） 

東
寺
年
預
御
中 

（
り
函 
一
三
六
号
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 
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明
治
時
代
の
「
東
寺
百
合
文
書
」 

へ
ん
し
ゅ
う 

 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
「
起
源
」
と
も
い
う
べ
き
史
料
編
輯
国
史
校
正
局
が
設
置 

さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
三
月
の
こ
と
で
す
。
そ
の
直
後
に
は
、
「
修
史
ハ
万

世
不
朽
ノ
大
典
」
と
す
る
明
治
天
皇
の
勅
書
が
三
条
実
美
に
下
さ
れ
、
史
料
編
纂
事
業

が
本
格
化
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
伴
う
史
料
採
訪
は
、
そ
の
後
の
何
度
か
の
組

織
改
編
を
経
て
引
き
継
が
れ
て
い
き
、
や
が
て
全
国
的
な
展
開
を
見
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

 

こ
の
史
料
採
訪
の
一
環
と
し
て
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
八
月
、
当
時
の
内
閣
臨
時

修
史
局
編
修
・
星
野
恒
は
佐
々
木
浚
と
と
も
に
東
寺
を
訪
れ
、
東
寺
百
合
文
書
を
は
じ

め
と
す
る
東
寺
伝
来
の
膨
大
な
古
文
書
群
と
対
面
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
経
過
な
ど
に

つ
い
て
は
、
「
採
訪
日
記
」
（
展
示
番
号
八
一
）
の
中
で
詳
し
く
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「史

料
編
纂
始
末
」
（
展
示
番
号
八
二
・
八
三
）
に
も
そ
の
前
後
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
史
料
採
訪
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
「
東
寺
古
文
書
目
録
」
（
展
示
番
号
八 

し
ゅ
う
し
ゅ
う 

四
）
と
「
史
料
蒐
集
目
録
」
（
展
示
番
号
八
五
・
八
七
）
が
残
さ
れ
、
さ
ら
に
は
影
写
本
の 

作
成
へ
と
つ
な
が
る
の
で
す
。 

 

近
代
以
降
の
日
本
中
世
史
研
究
は
、
こ
の
影
写
本
を
基
礎
史
料
と
し
て
発
展
し
て
き
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
東
寺
百
合
文
書
影
写
本
と
そ
の
関
連

資
料
を
展
示
し
、
明
治
の
人
た
ち
が
貴
重
な
歴
史
資
料
を
未
来
に
つ
な
ご
う
と
し
た
軌

跡
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

    

 

明
治
一
九
年
の
史
料
採
訪 

 

明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
八
月
一
〇
日
、
内
閣
臨
時
修
史
局
（
後
の
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
）の
星
野
恒
は
同
局
の
佐
々
木
浚
を
伴
っ
て
東
京
を
出
発
、
船
や
汽
車
を
乗
り
継

い
で
同
一
二
日
に
京
都
に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
星
野
た
ち
は
京
都
府
・
大
阪
府
（
こ

の
と
き
は
奈
良
県
を
含
む
）
・
滋
賀
県
の
二
府
一
県
の
史
料
調
査
を
命
じ
ら
れ
て
お
り
、

同
年
一
二
月
一
四
日
に
東
京
に
帰
る
ま
で
、
社
寺
等
を
中
心
と
し
た
各
地
の
史
料
所
蔵

者
を
精
力
的
に
訪
ね
て
い
ま
す
。
京
都
府
内
に
限
っ
て
言
え
ば
、
京
都
府
職
員
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
特
に
社
寺
等
が
多
い
京
都
市
域
は
も
と
よ
り
、
府
北
部
の
諸
郡
に
至
る
ま
で

お
よ
そ
二
箇
月
弱
の
日
数
を
要
し
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
と
き
の
「復
命
書
」の
中
で
星
野
は
、
「凡
ソ
京
都
府
下
捜
索
ス
ル
所
ノ
神
社
六
十
三
、

寺
院
二
百
七
十
六
、
人
民
七
十
六<

此
内
三
十
七
社
、
百
十
七
寺
、
十
九
人
ハ
書
類
ナ
シ
、

或
ハ
コ
レ
ア
ル
モ
採
ラ
ス>

、
採
ル
所
ノ
文
書
一
万
二
千
七
百
八
十
四
通
、
書
籍
九
百
十
二

冊
、
巡
回
ノ
里
程
百
七
十
八
里
余
、
日
数
五
十
八
日
ト
ス
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
後
に
示

す
よ
う
に
、
こ
の
と
き
の
文
書
数
に
は
東
寺
の
古
文
書
は
含
ま
れ
て
い
な
い
か
、
含
ま
れ
て

い
た
と
し
て
も
一
部
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。 

    
八
一 
採
訪
日
記 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵 

 

「採
訪
日
記
」は
明
治
一
九
年
の
史
料
採
訪
の
詳
細
を
記
録
し
た
も
の
で
、
東
寺
に
は
八

月
二
七
日
・
二
八
日
に
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
二
七
日
に
「
文
書
ノ
多
キ
京

師
ニ
冠
」
た
る
東
寺
を
訪
れ
た
星
野
恒
は
、
寺
僧
に
対
し
て
百
合
文
書
の
詳
細
を
尋 
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お
も 

ね
ま
す
が
、
一
部
の
函
と
目
録
し
か
示
さ
れ
ず
、
重
ね
て
「
必
百
函
ア
ラ
ン
事
を
意
ヒ
之 

ヲ
推
問
」
し
た
と
こ
ろ
、
誰
も
そ
の
実
態
を
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
自
ら
桐 

ひ
つ 

箱
の
蓋
裏
を
確
か
め
、
貞
享
年
間
に
前
田
綱
紀
が
「
櫃
壹
佰
ヲ
寄
附
セ
シ
」
こ
と
が
書
か 

れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
文
書
の
全
体
像
を
問
い
た
だ
し
ま
す
。
す
る

と
寺
僧
か
ら
は
、
自
分
で
書
庫
に
入
っ
て
調
べ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
翌
日
、
再
び
東
寺
を

訪
れ
て
「
文
庫
ニ
就
テ
書
函
ヲ
検
」
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
「
函
伊
呂
波
ヲ
以
テ
号
ト
為
シ

真
名
仮
名
両
通
」
あ
る
こ
と
や
、
函
の
数
が
九
十
四
函
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。
先
に
示
さ
れ
た
四
函
分
の
目
録
に
七
百
五
十
通
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
の
数
量
は

約
一
万
七
千
通
を
下
ら
な
い
も
の
と
推
測
し
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
「東
京
図
書
館
」（
現

在
の
国
立
国
会
図
書
館
）
所
蔵
の
江
戸
時
代
の
東
寺
百
合
文
書
写
本
「白
河
本
」
と
の
比

較
調
査
を
臨
時
修
史
局
に
要
請
し
て
い
ま
す
。 

   

八
三 

史
料
編
纂
始
末 

十
五 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵 

 

こ
の
資
料
は
、
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
末
、
「
史
料
編
纂
掛
六
十
年
史
」
と
し
て
編

纂
が
進
め
ら
れ
た
と
き
の
も
の
で
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
歴
史
を
ま
と
め
る
た
め
に

集
め
ら
れ
た
関
係
史
料
が
綴
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
四
月
一
四
日
に
「
東
寺
文
書
逓
送
之
儀
」
を
依

頼
す
る
文
書
が
京
都
府
知
事
あ
て
に
送
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
六
月
一
日
に
は
「
兼
テ
致
依
頼
置
候
教
王
護
国
寺
文
書
取
調
ニ
付
テ
ハ
、
目
録
等
浄

写
之
為
、
写
字
生
一
両
名
雇
入
度
」
と
し
て
、
京
都
府
か
ら
そ
の
費
用
を
負
担
し
て
く
れ

る
の
か
と
い
う
「
照
会
」
が
あ
り
、
同
三
日
に
こ
れ
を
内
閣
臨
時
修
史
局
が
支
払
う
旨
、
回

答
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
七
月
一
四
日
に
は
「京
都
府
よ
り
東
寺
文
書
六
箱
到
達
セ
リ
」
と
い
う
こ
と
で
、

「史
料
編
纂
始
末 

十
四
」（前
期
展
）に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
文
書
を
各
函
か
ら
取
り
出
し

た
上
で
別
の
箱
に
移
し
替
え
て
東
京
ま
で
運
搬
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
九
月
八
日
に
「
京
都
府
ヨ
リ
、
教
王
護
国
寺
文
書
目
録
調
製
之
分
、
通
運
便
ヲ

以
、
逓
送
云
々
、
通
牒
ア
リ
、
」と
し
て
、
「浄
写
」さ
れ
た
文
書
目
録
が
発
送
さ
れ
た
旨
、

京
都
府
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
「史
料
蒐
集
目
録
」（
展
示
番
号
八
五
・
八
七
）

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

   

八
四 

東
寺
古
文
書
目
録 

京
都
府
行
政
文
書
（
重
要
文
化
財
） 

 

「
採
訪
日
記
」
や
「
史
料
編
纂
始
末
」
に
よ
る
と
、
明
治
一
九
年
八
月
二
七
日
・
二
八
日

に
行
わ
れ
た
星
野
恒
ら
の
東
寺
で
の
史
料
採
訪
を
受
け
て
、
内
閣
臨
時
修
史
局
は
京
都

府
に
対
し
、
東
寺
に
残
さ
れ
た
中
世
文
書
の
「通
数
調
査
」と
そ
の
目
録
の
「浄
写
」（清
書
）

を
依
頼
し
、
そ
の
た
め
に
雇
用
す
る
「写
字
生
」の
経
費
も
負
担
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
結
果
、
目
録
は
二
部
作
成
さ
れ
、
一
部
は
「東
寺
古
文
書
目
録
」と
し
て
当
館
に
残

さ
れ
、
も
う
一
部
は
「
史
料
蒐
集
目
録
」
と
し
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
架
蔵
と
な
っ

て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
東
寺
古
文
書
目
録
」
の
内
容
は
、
現
在
も
東
寺
が
所
蔵
す
る
「
東
寺
文
書
」
の
目
録
か

ら
始
ま
り
、
そ
の
あ
と
に
東
寺
百
合
文
書
の
「
ひ
ら
が
な
」「
カ
タ
カ
ナ
」
が
続
き
ま
す
。
お

お
ま
か
な
文
書
名
（
単
に
「
文
書
」
と
し
て
い
る
場
合
も
多
い
）
の
下
に
年
月
日
、
通
数
・
冊

数
・
巻
数
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
函
ご
と
に
数
量
の
合
計
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

全
て
京
都
府
の
罫
紙
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
現
在
の
東
寺
百
合
文
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書
「
り
函
」
「
こ
函
」
「
せ
函
古
文
書
」
「
せ
函
太
政
官
牒
補
任
」
「
せ
函
武
家
御
教
書
并
逹
」

「
せ
函
南
朝
文
書
」
「
せ
函
足
利
将
軍
家
下
文
」
に
あ
た
る
項
目
が
重
複
し
て
綴
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
来
は
東
京
へ
送
ら
れ
た
も
う

一
部
の
目
録
に
綴
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
が
、
何
ら
か
の
手
違
い
で
京
都
府
側
に
残
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

   

八
七 

史
料
蒐
集
目
録 

十
四 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵 

 

京
都
府
が
雇
用
し
た
「
写
字
生
」
に
よ
り
「
浄
写
」
（
清
書
）
さ
れ
た
二
部
の
目
録
の
う
ち
、

東
京
の
内
閣
臨
時
修
史
局
へ
送
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
史
料
蒐
集
目
録
で
す
。
前
期
に
展
示

し
た
「
史
料
蒐
集
目
録 

十
一
」
と
異
な
る
の
は
、
末
尾
に
京
都
府
の
罫
紙
で
は
な
く
「
太

政
官
」
の
罫
紙
を
利
用
し
た
部
分
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

内
容
は
、
前
出
の
東
寺
古
文
書
目
録
（
展
示
番
号
八
四
）
の
解
説
で
述
べ
た
「
重
複
し
て
綴

じ
ら
れ
て
い
る
」
七
つ
の
項
目
と
一
致
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
現
在
の
東
寺
百
合
文
書
「り
函
」

「
こ
函
」
「
せ
函
古
文
書
」
「
せ
函
太
政
官
牒
補
任
」「
せ
函
武
家
御
教
書
并
逹
」「せ
函
南
朝

文
書
」
「
せ
函
足
利
将
軍
家
下
文
」
に
該
当
す
る
箇
所
が
東
京
に
送
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
部
分
の
目
録
の
み
、
内
閣
臨
時
修
史
局
に
お
い
て
太
政
官
の
罫
紙
を
利
用
し
て

作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
ま
す
。 

   

八
八 

史
料
蒐
集
目
録 

十
四
（
副
本
） 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵 

 

内
閣
臨
時
修
史
局
は
そ
の
後
い
く
つ
か
の
変
遷
を
経
て
、
明
治
二
八
（一
八
九
五
）年
に

帝
国
大
学
文
科
大
学
の
史
料
編
纂
掛
と
な
り
ま
す
。
こ
の
史
料
蒐
集
目
録
の
副
本
は
、

「
史
料
編
纂
掛
」
の
罫
紙
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
二
八
年
以
降
に
作
成
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

「写
済
」や
「不
及
写
（
影
写
の
必
要
な
し
）
」な
ど
の
注
記
は
、
史
料
蒐
集
目
録
の
正
本
・

副
本
と
も
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
な
か
に
は
、
東
寺
古
文
書
目
録
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
正
本

に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
「書
込
み
」な
ど
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

   

八
九 

東
寺
百
合
文
書
と
そ
の
影
写
本 

 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
要
覧
に
は
、
「影
写
と
は
、
筆
・墨
・和
紙
を
使
い
、
筆
跡
を
そ
っ

く
り
そ
の
ま
ま
、
ほ
ぼ
一
筆
で
写
し
取
り
、
筆
勢
、
虫
喰
・墨
の
濃
淡
・
に
じ
み
・本
紙
の
輪

郭
な
ど
ま
で
忠
実
に
手
作
業
で
再
現
す
る
特
殊
技
法
の
こ
と
を
い
い
ま
す
」
と
の
解
説
が

あ
り
ま
す
。 

 

「東
京
大
学
史
料
編
纂
所
図
書
目
録 

第
二
部 

和
漢
書
写
本
編
」（
昭
和
三
六
年
、
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
）
に
よ
る
と
、
東
寺
百
合
文
書
の
最
初
の
影
写
本
は
明
治
三
一
（一

八
九
八
）
年
に
作
成
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
大
半
の
文
書
は
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
頃

に
は
影
写
を
終
え
た
よ
う
で
す
が
、
中
に
は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
影
写
さ
れ
た
函
も
あ
り

ま
し
た
。 

 
今
回
の
展
示
で
は
、
大
き
な
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
る
文
書
や
全
体
が
墨
抹
さ
れ
て
い

る
文
書
（前
期
展
）、
あ
る
い
は
上
部
が
破
損
し
た
文
書
や
今
は
補
修
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ

れ
た
封
紙
な
ど
（
後
期
展
）
が
、
ど
の
よ
う
に
再
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
東
寺
百
合
文
書

原
本
と
比
較
し
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。 
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東
寺
百
合
文
書
「
垣
生
通
安
書
状
」
（
つ
函
七
―
一
） 

東
寺
百
合
文
書
影
写
本
「
垣
生
通
安
書
状
」 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵 

  

（
封
紙
上
書
） 

 
 

 
 

（
垣
） 

「 
 

 
 

 
 

 
 

坦
生
蔵
人
丞 

寺
崎
殿
御
宿
所 

 
 

 
 

通
安
」 

 

（
礼
紙
切
封
） 

「（
墨
引
）」 

 （
伊
予
国
） 

当
国
事
屋
形
如
所
存
属
無
為
候
、 

一
向
連
々
御
懇
祈
之
故
候
、
就
中
料
所
等 

事
、
当
年
事
者
毎
事
非
如
所
存
候
、 

後
々
事
者
堅
可
申
沙
汰
之
由
被
申 

付
候
、
仍
当
年
先
千
疋
送
進
候 

如
形 

之
至
、
所
存
之
外
、
覚
候
由
、
金
蓮
院
殿
へ 

可
預
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、 

十
二
月
十
一
日 

 
 

 
 

通
安
（
花
押
） 

（
玄
雅
） 

寺
崎
殿
御
宿
所 

     

東
寺
百
合
文
書
「
比
丘
尼
西
妙
田
地
寄
進
状
」（
ト
函
二
八
） 

東
寺
百
合
文
書
影
写
本
「
比
丘
尼
西
妙
田
地
寄
進
状
」 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵 

 

（
東
寺
） 

（
北 

向
） 

 

（
師
） 

（
寄
進
） 

と
う
し
き
た
む
き
の
大
し
に
き
し
む 

 

（ 

奉 

） 

し
た
て
ま
つ
る
田
代
地
事 

（
奥
） 

口
五
丈
、
お
く
ゑ
十
丈
、 

 
 

（
在
）  

 

（ 

大 

宮 

） 

（ 

大 

宮 

） 
 

 

（ 

東 

北 

） 

合 

あ
り
八
条
お
ゝ
み
や
、
お
ほ
み
や
よ
り
ひ
か
し
き
た 

（ 

頬 

） 

（ 

東 

） 

の
つ
ら
、
ひ
か
し
の
そ
い
、 

（ 

件 

） 
 

 
 

（ 

西 

妙 

） 
 

 
 

 
 

 

（
相 

伝
） 

（
分 

右
、
く
た
む
の
地
は
、
さ
い
め
う 

 
 

 
 

さ
う
て
む
ふ
む 

 

明 

） 
 

 
 

 

（ 

知 

行 

） 
 

 
 

（
相
違
） 

 
 

 
 

 
 

（
然
） 

ミ
や
う
に
し
て
、
ち
き
や
う
い
ま
に
さ
ほ
い
な
き
地
也
、
し
か
る
を
、 

（
尼
）（
既
） 

 
 

 
 

（ 

及 

） 
 

（ 

間 

） 
 

 

（
余
）
（
幾 

あ
ま
す
て
に
六
十
に
お
よ
ひ
候
あ
ひ
た
、
こ
の
よ
い
く 

 

程
） 

 
 

 
 

 
 

 

（
当 

時
） 

 

（
寄 

進
） 

（ 

奉 

） 

ほ
と
な
く
候
へ
ハ
、
た
う
し
よ
り
き
し
む
し
た
て
ま
つ
る 

（
所
） 

（
也
） 

（
尼
） 

 

（
後
世
菩
提
） 

 
 

 

（
能 

々
） 

（
弔 

と
こ
ろ
な
り
、
あ
ま
か
こ
せ
ほ
た
い
お
も
、
よ
く
〳
〵
と
ふ 

 

） 
 

 

（
進
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ 

永 

代 

） 

（
限
） 

ら
わ
れ
ま
い
ら
せ
候
ハ
ん
か
た
め
に
、
ゑ
い
た
い
お
か
き
り
て
、 

（
寄
進
） 

 

（ 

奉 

） 

（ 

所 

） 

（
也
）  

（
本 

家 

役
） 

き
し
む
し
た
て
ま
つ
る
と
こ
ろ
な
り
、
ほ
む
け
や
く
に 

 

（ 

莚 

） 

（ 

枚 

） 
 

 

（ 

尺 

） 

（ 

枚 

） 

は
、
こ
ミ
の
む
し
ろ
四
ま
い
、
又
七
し
や
く
二
ま
い
也
、
又
月
に 

（
文
）（
宛
） 

 
 

 
 

 
 

 

（
外
） 

 

（
公
事
） 

（
課 

役
） 

五
も
ん
つ
ゝ
の
ふ
く
れ
う
の
ほ
か
は
、
く
し
・
く
わ
や
く
こ
れ 

 

（
仍
） 

（
寄 

進 

状
） 

な
し
、
よ
て
き
し
ん
し
や
う
如
件
、  

（
比
丘
尼
）
（
西
妙
） 

元
亨
二
年
三
月
十
四
日 

ひ
く
に
さ
い
め
う
（
花
押
） 

と
う
き
や
う
の
ろ
う
の
う 

あ
ミ
た
ふ
（
花
押
） 

（影写本の展示箇所） （影写本の展示箇所） 

（
奥
） 

お
く
と
申
ハ
、 

き
た
へ
也
、 

（
北
） 

（ 

童 

名 

） 

わ
ら
ハ
な 

ひ
め
つ
る
女 

（ 

姫 

鶴 

） 

（影写本の展示箇所） 
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九
一 

東
寺
百
合
文
書 

桐
箱 

（
や
函
） 

 

貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
、
加
賀
藩
主
前
田
綱
紀
か
ら
、
文
書
の
保
存
容
器
と
し
て
東

寺
に
寄
附
さ
れ
た
桐
箱
で
、
「東
寺
百
合
文
書
」
と
い
う
名
前
の
由
来
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

「
採
訪
日
記
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
星
野
恒
が
東
寺
を
訪

れ
た
際
、
こ
の
桐
箱
の
蓋
裏
に
書
か
れ
た
銘
を
読
み
、
前
田
綱
紀
が
保
存
箱
を
「
壹
佰
」

寄
附
し
た
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
の
で
す
。 

 

前
期
に
展
示
し
た
「
な
函
」
の
桐
箱
に
は
、
「
模
写
相
済
分
」
と
書
か
れ
た
札
が
貼
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
明
治
時
代
の
影
写
本
作
成
の
こ
と
で
は
な
く
江
戸
時
代
の
写
本
事
業
（
例

え
ば
「
白
河
本
」
な
ど
）
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
測
し
ま
し
た
。
こ
の
「
や
函
」
に
も
「
模
写

済
」
と
書
か
れ
た
札
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
上
に
重
ね
る
よ
う
に
し
て
「
や
」
の
ラ
ベ

ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
左
下
の
比
較
的
新
し
い
「
や
」
の
ラ
ベ
ル
は
、
昭

和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
以
降
に
総
合
資
料
館
で
貼
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
右
上
の
ラ
ベ
ル

は
、
「
採
訪
日
記
」
で
紹
介
し
た
よ
う
に
明
治
一
九
年
に
星
野
恒
が
東
寺
を
訪
れ
た
と
き

に
は
既
に
貼
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
模
写
済
」
の
札
は
、
こ
れ
よ
り
以
前
に

貼
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
幕
府
の
老
中
を
務
め
た
松
平
定
信
に
よ
る
写
本

「
東
寺
百
合
古
文
書
（い
わ
ゆ
る
「
白
河
本
」
）
」
や
、
あ
る
い
は
小
浜
藩
の
国
学
者
・伴
信
友

に
よ
る
写
本
「
東
寺
古
文
零
聚
」
の
際
の
「
模
写
」
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

      

京
都
府
に
よ
る
明
治
三
年
の
古
文
書
調
査 

 

当
館
が
所
蔵
す
る
京
都
府
行
政
文
書
約
九
万
点
の
う
ち
、
京
都
府
「
立
庁
」
前
の
慶
応

三
（
一
八
六
七
）
年
か
ら
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
度
ま
で
の
資
料
一
万
五
千
四
百
七

点
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
示
番
号
八
四
の
「東
寺
古
文
書
目
録
」

も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
明
治
三
（一
八
七
〇
）
年
に
京
都
府
が
実
施
し
た
府
内
の
古
文
書
調
査
に
関

す
る
資
料
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。 

   

九
二 

御 

達 

書 

京
都
府
行
政
文
書
（
重
要
文
化
財
）・
御
達
書
10
―
1
―
23 

 

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
二
月
に
太
政
官
が
京
都
か
ら
東
京
に
移
さ
れ
る
と
、
京
都
に

は
「留
守
官
」と
い
う
官
庁
が
置
か
れ
ま
し
た
。
留
守
官
か
ら
京
都
府
宛
に
出
さ
れ
た
こ
の

資
料
に
は
、
単
に
「
四
月
」
と
し
か
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
留
守
官
が
実
質
的
に
機
能
し

た
期
間
な
ど
か
ら
明
治
三
（一
八
七
〇
）年
の
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

 

京
都
府
に
対
し
、
府
が
管
轄
す
る
社
寺
所
蔵
の
古
文
書
・記
録
類
を
早
々
に
取
り
調
べ

て
提
出
す
る
よ
う
申
達
し
て
い
ま
す
。 

   

九
五 
故
文
旧
記
類 

第
五 

京
都
府
行
政
文
書
（
重
要
文
化
財
）・
明
3
―
41
―
1 

 

前
期
展
で
は
、
寺
院
が
所
蔵
す
る
古
文
書
を
京
都
府
が
書
き
写
し
た
事
例
を
紹
介
し
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ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
所
蔵
し
て
い
な
い
と
い
う
回
答
を
し
た
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

展
示
箇
所
左
頁
の
寺
院
は
、
「
御
寄
附
之
品
并
古
文
書
・
記
録
等
之
所
蔵
無
御
座
候
」

と
し
て
、
古
文
書
な
ど
を
所
蔵
し
て
い
な
い
旨
、
京
都
府
に
届
け
て
い
ま
す
。 

 

乍
恐
御
届
奉
申
上
口
上
書 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

拙
寺
義 

御
寄
附
之
品
并
古
文
書
・
記
録
等
之 

所
蔵
無
御
座
候
、
此
段
御
届
奉
申
上
候
、
以
上
、 

知
恩
院
末 

庚
午
年 

 
 

 

縄
手
三
条
下
ル 

五
月
廿
二
日 

 
 

 
 

 
 

高
樹
院
（
印
） 

   

九
六 

故
文
旧
記
類 

第
五 

京
都
府
行
政
文
書
（
重
要
文
化
財
）・
明
3
―
41
―
2 

 

左
頁
の
「
御
断
書
」
に
は
、
「
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
」
、
「
安
政
五
（
一
八
五
八
）年
」
及

び
「
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
」
の
火
災
に
よ
っ
て
古
文
書
・
記
録
等
が
「
不
残
焼
失
」
し
た

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
近
世
に
お
け
る
京
都
最
大
の
火
災
と
言
わ
れ
る
「
天
明
の
大
火
」

や
元
治
元
年
に
起
こ
っ
た
「
禁
門
の
変
」
な
ど
、
度
重
な
る
火
災
や
戦
災
に
よ
っ
て
貴
重
な

歴
史
資
料
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

 

御
断
書 

 

今
般
社
寺
所
蔵
之
古
文
書
・
記
録
等
取
調
、 

差
出
候
様
、
被 

仰
渡
候
ニ
付
、
取
調
候
處
、
天
明
八 

戊
申
年 

火
災
・
安
政
五 

戊
午
年 

火
災
・
元
治
元 

子
年 

変
火
、
其
砌
不
残
焼
失
仕
候
間
、
此
段
御
断 

奉
申
上
候
、
以
上
、 

   

九
七 

古
文
旧
記
類 

京
都
府
行
政
文
書
（
重
要
文
化
財
）・
明
3
―
44 

 

京
都
府
に
よ
る
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
の
古
文
書
調
査
で
は
、
文
書
の
影
写
本
も
作

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
資
料
に
は
、
大
通
寺
文
書
の
影
写
本
が
一
冊
に
綴
じ
ら
れ
て 

ぞ

う

じ

き 

お
り
、
中
に
は
有
名
な
「
醍
醐
寺
雑
事
記
」
も
影
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
「
採
訪
日 

記
」（展
示
番
号
八
一
）の
展
示
箇
所
に
も
あ
る
よ
う
に
、
星
野
恒
は
二
日
目
（明
治
一
九

年
八
月
二
八
日
）
に
東
寺
を
訪
れ
る
直
前
に
大
通
寺
を
訪
ね
、
「
醍
醐
雑
事
記
正
写
八

冊
ヲ
採
ル
」と
し
て
、
同
寺
に
伝
わ
る
「醍
醐
寺
雑
事
記
」も
調
査
し
て
い
ま
し
た
。 

 

大
通
寺
は
遍
照
心
院
と
も
呼
ば
れ
、
東
寺
百
合
文
書
の
中
で
も
度
々
登
場
す
る
寺
院

で
す
。 

   
九
九 

大
通
寺
文
書
影
写
本 

二 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵 

 

奥
書
に
は
、
「
明
治
十
九
年
八
月
編
修
星
野
恒
採
訪 

明
年
八
月
影
写
了
」
と
の
記
載

が
あ
り
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
八
月
に
内
閣
臨
時
修
史
局

の
星
野
恒
が
大
通
寺
文
書
を
調
査
、
さ
ら
に
翌
二
〇
年
八
月
に
は
文
書
の
影
写
が
完
了
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し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
明
治
三
年
に
京
都
府
が
作
成
し
た
影
写
本
と
、
明
治
二
〇
年
に
内
閣
臨
時

修
史
局
が
作
成
し
た
影
写
本
を
比
較
す
る
形
で
展
示
し
ま
す
。 

   

一
〇
〇 

京
都
府
史
料
蒐
集
目
録 

京
都
府
行
政
文
書
（
重
要
文
化
財
） 

 

明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
の
内
閣
臨
時
修
史
局
に
よ
る
京
都
府
内
の
史
料
採
訪
で
は
、

多
く
の
寺
社
・
個
人
等
が
所
蔵
す
る
史
料
の
調
査
が
行
わ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
東
寺

古
文
書
目
録
」
（
展
示
番
号
八
四
）
を
除
い
て
そ
の
調
査
目
録
が
京
都
府
側
に
は
残
さ
れ

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
必
要
を
感
じ
た
京
都
府
職
員
の
湯
本
文
彦(*)

は
明
治
三
四
年
、
修

史
局
の
後
身
で
あ
る
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
に
依
頼
し
、
そ
の
写
し
を
入
手
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
こ
の
「
京
都
府
史
料
蒐
集
目
録
」
で
す
。
目
録
部
分
は
「
史
料
編
纂
掛
」
の

罫
紙
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
元
は
三
冊
だ
っ
た
も
の
が
今
は
一
つ
に
合
冊
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

冒
頭
に
は
翌
三
五
年
に
書
か
れ
た
湯
本
文
彦
の
文
章
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
文
中

の
「
此
外
ニ
東
寺
百
合
文
書
の
如
き
ハ
已
ニ
別
ニ
一
大
冊
の
目
録
あ
り
」（
赤
の
傍
線
部
分
）
と

い
う
の
は
「
東
寺
古
文
書
目
録
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

 

目
録
は
、
史
料
の
所
蔵
者
ご
と
に
文
書
名
と
点
数
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
湯
本
の
文
章

で
は
「
此
三
冊
ニ
て
も
已
ニ
数
千
通
ニ
及
び
」
と
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
教
王
護
国
寺
（東
寺
）

の
欄
に
は
わ
ず
か
に
数
行
で
「過
去
帳
」
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。 

 

*

湯
本
文
彦

ゆ
も
と
ふ
み
ひ
こ 
 
 
 
 

天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
～
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年 

明
治
二
〇
（一
八
八
七
）
年
の
京
都
府
行
政
文
書
「
雇
進
退
綴
」
（
明
20
―
9
）
や
「
雇
進
退

録
」
（
明
20
―
10
）
に
よ
る
と
、
元
鳥
取
藩
士
の
湯
本
文
彦
は
、
明
治
二
〇
年
一
二
月
に
京
都

府
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
府
に
お
け
る
歴
史
編
纂
の
担
当
者
と
し
て
、
平
安
遷
都
千
百
年
紀

念
祭
事
業
の
一
環
で
あ
る
『平
安
通
志
』の
編
纂
事
業
を
皮
切
り
に
、
「
京
都
府
寺
誌
稿
」
、
「京

都
府
会
志
」
「
維
新
前
民
政
資
料
」
な
ど
の
編
纂
に
携
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
府
の
公
文
書
保
存

の
実
質
的
基
礎
が
築
か
れ
た
明
治
三
五
～
三
八
年
の
「
臨
時
文
書
整
理
」に
も
従
事
す
る
な
ど
、

歴
史
編
纂
と
文
書
保
存
に
お
い
て
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。
大
正
四
年
、
府
を
退
職
後

も
「鳥
取
藩
史
」の
編
纂
に
取
り
組
み
、
歴
史
編
纂
一
筋
の
人
生
を
送
り
ま
し
た
。 

 

大
学
史
料
編
纂
の
た
め
古
文
書
調
査
の
は
じ
ま
り
し
よ
り 

大
学
よ
り
主
任
の
人
々
を
派
出
せ
し
め
、
吾
京
都
府
下
ニ
て
社
寺
及 

び
其
他
の
蔵
せ
る
旧
記
・
古
文
書
を
点
検
せ
し
め
、
其
重
要
な
る
も
の
ハ
尽
く 

大
学
ニ
借
り
い
れ
臨
模
せ
し
め
て
史
料
と
せ
ら
れ
し
も
の
数
万
通
ニ 

 
 

、 

大
学
の
古
文
書
已
ニ
数
十
万
ニ
及
ぶ
も
京
都
の
も
の
甚
大
部
分
を
占 

め
た
り
、
然
る
に
府
庁
ニ
ハ
如
何
な
る
文
書
を
史
料
ニ
取
ら
れ
し
や
、
社
寺
ニ
て
も 

亦
借
り
上
ル
ら
れ
し
や
ニ
て
、
如
何
な
る
を
重
要
と
認
め
ら
れ
し
や
、
知
る
に
由
な
く 

其
管
守
の
上
ニ
於
て
も
甚
た
心
も
と
な
け
れ
ハ
、
去
年
稟
決
の
上
、
大
学
ニ
通 

牒
し
三
上
委
員
ヘ
文
通
し
て
其
目
録
を
求
め
た
り
、
年
程
な
く
此
三 

を
写
し
て
控
へ
ら
れ
、
其
他
ハ
此
次
ニ
と
い
ふ
事
あ
り
し
候
、
い
ま
だ
お
く
ら
れ
ず
、 

此
三
冊
ニ
て
も
已
ニ
数
千
通
ニ
及
び
、
天
下
稀
有
の
文
書
少
な
か
ら
ず
、
此
外
ニ 

東
寺
百
合
文
書
の
如
き
ハ
已
ニ
別
ニ
一
大
冊
の
目
録
あ
り
、
又
我
等 

志
ニ
集
め
し
此
外
の
も
の
も
実
ニ
夥
し
、
何
ら
京
都
の
文
書
へ
留
め
る 

の
難
し
き
や
、
ゆ
く
〳
〵
ハ
一
切
集
輯
し
て
京
華
重
東
集
目
を 

製
せ
ん
と
お
も
へ
と
果
し
て
能
く
成
得
り
や
否
を
し
ら
ず
、
文 

書
整
理
の
期
ニ
当
り
、
其
事
由
を
略
記
し
て
覗
ん
人
ニ
告
ぐ 

と
い
ふ
、 

明
治
三
十
五
年
八
月
十
二
日 

文
書
整
理
委
員
湯
本
文
彦
誌 





展示番号
展示
期間

文書名 文書番号・年月日

89.5 前期
法印頼暁権少僧都堅済連署契状
ほういんらいぎょうごんのしょうそうづけんさいれんしょけいじょう

東寺百合文書 テ函.82.1.
応永11（1404）年10月1日

89.6 前期
東寺百合文書影写本「法印頼暁権少僧都堅済連署契状」
とうじひゃくごうもんじょえいしゃぼん ほういんらいぎょうごんのしょ
うそうづけんさいれんしょけいじょう

（東京大学史料編纂所蔵）

89.7 後期
比丘尼西妙田地寄進状
びくにさいみょうでんちきしんじょう

東寺百合文書 ト函.28.
元亨2（1322）年3月14日

89.8 後期
東寺百合文書影写本「比丘尼西妙田地寄進状」
とうじひゃくごうもんじょえいしゃぼん びくにさいみょうでんちきし
んじょう

（東京大学史料編纂所蔵）

90 前期
東寺百合文書桐箱（な函）
とうじひゃくごうもんじょきりばこ なはこ

91 後期
東寺百合文書桐箱（や函）
とうじひゃくごうもんじょきりばこ やはこ

92 前期原本
後期パネル

御達書
おたっしょ

京都府行政文書
御達書10-1-23

93 前期
古文旧記類 第壱
こぶんきゅうきるい

京都府行政文書
明3-37

94 前期
古文旧記類 第四
こぶんきゅうきるい

京都府行政文書
明3-40

95 後期
故文旧記類 第五
こぶんきゅうきるい

京都府行政文書
明3-41-1

96 後期
故文旧記類 第五
こぶんきゅうきるい

京都府行政文書
明3-41-2

97 前期原本
後期パネル

古文旧記類
こぶんきゅうきるい

京都府行政文書
明3-44

98 前期
大通寺文書影写本 一
だいつうじもんじょえいしゃぼん

（東京大学史料編纂所蔵）

99 後期
大通寺文書影写本 二
だいつうじもんじょえいしゃぼん

（東京大学史料編纂所蔵）

100 前期パネル
後期原本

京都府史料蒐集目録
きょうとふしりょうしゅうしゅうもくろく



展示番号
展示
期間

文書名 文書番号・年月日

70 後期
鎮守八幡宮供僧評定引付
ちんじゅはちまんぐうぐそうひょうじょうひきつけ

東寺百合文書 ワ函.78.
文明15（1483）年

71 後期
廿一口方供僧評定引付
にじゅういっくかたぐそうひょうじょうひきつけ

東寺百合文書 ワ函.79.
文明18（1486）年

72 後期
廿一口方評定引付
にじゅういっくかたひょうじょうひきつけ

東寺百合文書 ち函.26.
明応2（1493）年

73 後期
室町幕府奉行人連署奉書
むろまちばくふぶぎょうにんれんしょほうしょ

東寺百合文書 い函.38.
明応2（1493）年閏4月10日

74 後期
飯尾清房書状
いのおきよふさしょじょう

東寺百合文書 マ函.97.
明応2（1493）年5月15日

75 後期
飯尾清房書状
いのおきよふさしょじょう

東寺百合文書 ニ函.331.
9月18日

76 後期
大和国平野殿荘僧範舜松茸送進状
やまとのくにひらのどののしょうそうはんしゅんまつたけそうしん
じょう

東寺百合文書 ヨ函.10.1.
10月4日

77 後期
室町幕府禁制
むろまちばくふきんぜい

東寺百合文書 り函.109.
永正5（1508）年5月2日

78 後期
越中法眼承盛書状
えっちゅうほうげんしょうせいしょじょう

東寺百合文書 ト函.148.
永正5（1508）年5月28日

79 後期
越中法眼承盛書状
えっちゅうほうげんしょうせいしょじょう

東寺百合文書 ア函.273.
永正5（1508）年6月4日

80 後期
松永久秀書状
まつながひさひでしょじょう

東寺百合文書 り函.136.
4月11日

81 前期原本
後期パネル

採訪日記 一・二
さいほうにっき

（東京大学史料編纂所蔵）

82 前期
史料編纂始末　十四
しりょうへんさんしまつ

（東京大学史料編纂所蔵）

83 後期
史料編纂始末　十五
しりょうへんさんしまつ

（東京大学史料編纂所蔵）

84 前期パネル
後期原本

東寺古文書目録
とうじこもんじょもくろく

京都府行政文書

85 前期
史料蒐集目録 十一
しりょうしゅうしゅうもくろく

（東京大学史料編纂所蔵）

86 前期
史料蒐集目録 十一（副本）
しりょうしゅうしゅうもくろく

（東京大学史料編纂所蔵）

87 後期
史料蒐集目録 十四
しりょうしゅうしゅうもくろく

（東京大学史料編纂所蔵）

88 後期
史料蒐集目録 十四（副本）
しりょうしゅうしゅうもくろく

（東京大学史料編纂所蔵）

89.1 前期
足利直義裁許状
あしかがただよしさいきょじょう

東寺百合文書 せ函.足利将軍家
下文.3. 貞和5（1349）年閏6月27日

89.2 前期
東寺百合文書影写本「足利直義裁許状」
とうじひゃくごうもんじょえいしゃぼん あしかがただよしさいきょじょ
う

（東京大学史料編纂所蔵）

89.3 後期
垣生通安書状
はぶみちやすしょじょう

東寺百合文書 つ函7.1.
12月11日

89.4 後期
東寺百合文書影写本「垣生通安書状」
とうじひゃくごうもんじょえいしゃぼん はぶみちやすしょじょう

（東京大学史料編纂所蔵）



展示番号
展示
期間

文書名 文書番号・年月日

47 後期
御賀大和国河原城荘代官職請文
おんがやまとのくにかわらじょうのしょうだいかんしきうけぶみ

東寺百合文書 ホ函.43.
応永15（1408）年10月25日

48 後期
廿一口方評定引付
にじゅういっくかたひょうじょうひきつけ

東寺百合文書 天地之部.18.
応永13（1406）年

49 後期
廿一口方評定引付
にじゅういっくかたひょうじょうひきつけ

東寺百合文書 く函.1.
応永11（1404）年

50 後期
鎮守八幡宮供僧評定引付
ちんじゅはちまんぐうぐそうひょうじょうひきつけ

東寺百合文書 ワ函.34.
応永26（1419）年

51 後期
食器食物料足注文
しょっきしょくもつりょうそくちゅうもん

東寺百合文書 を函.95.
応永26（1419）年7月2日

52 後期
廿一口方評定引付
にじゅういっくかたひょうじょうひきつけ

東寺百合文書 天地之部.27.
嘉吉元（1441）年

53 後期
赤松性具<満祐>巻数返事
あかまつしょうぐ（みつすけ）かんずへんじ

東寺百合文書 コ函.23.
永享5（1433）年9月23日

54 後期
廿一口方評定引付
にじゅういっくかたひょうじょうひきつけ

東寺百合文書 天地之部.34.
長禄3（1459）年

55 後期
足利義政御判御教書
あしかがよしまさごはんみきょうじょ

東寺百合文書 い函.29.
長禄4（1460）年3月26日

56 後期
御成方料足下行切符
おなりかたりょうそくげぎょうきっぷ

東寺百合文書 タ函.169.
寛正3（1462）年9月4日

57 後期
御成方散用状
おなりかたさんようじょう

東寺百合文書 タ函.170.
寛正3（1462）年12月晦日

58 後期
広橋綱光奉書案
ひろはしつなみつほうしょあん

東寺百合文書 そ函.68.
文正元（1466）年閏2月13日

59 後期
東寺長者御教書
とうじちょうじゃみきょうじょ

東寺百合文書 ホ函.56.
文正元（1466）年閏2月19日

60 後期
足利義政自筆御判御教書
あしかがよしまさじひつごはんみきょうじょ

東寺百合文書 マ函.94.
応仁元（1467）年6月25日

61 後期
山名宗全<持豊>奉行人連署兵粮米配符
やまなそうぜん（もちとよ）ぶぎょうにんれんしょひょうろうまいはい
ふ

東寺百合文書 ウ函.105.
応仁元（1467）年8月22日

62 後期
斯波義廉下知状
しばよしかどげちじょう

東寺百合文書 り函.100.
応仁元（1467）年6月21日

63 後期
権大僧都堯全起請文
ごんのだいそうずぎょうぜんきしょうもん

東寺百合文書 ユ函.108.
応仁2（1468）年6月晦日

64 後期
廿一口方評定引付
にじゅういっくかたひょうじょうひきつけ

東寺百合文書 天地之部.37.
文明元（1469）年

65 後期
仏乗院仁然等連署起請文
ぶつじょういんにんぜんられんしょきしょうもん

東寺百合文書 ユ函.113.
文明3（1471）年4月5日

66 後期
清貞秀書状
せいのさだひでしょじょう

東寺百合文書 ニ函.77.2.
閏9月29日

67 後期
勧修寺教秀奉書
かじゅうじのりひでほうしょ

東寺百合文書 ミ函.199.
5月6日

68 後期
鎮守八幡宮供僧評定引付
ちんじゅはちまんぐうぐそうひょうじょうひきつけ

東寺百合文書 ね函.22.
文明13（1482）年

69 後期
東山々荘普請方入足注文
ひがしやまさんそうふしんかたいりあしちゅうもん

東寺百合文書 ひ函.115.1.
文明15（1483）年11月18日



展示番号
展示
期間

文書名 文書番号・年月日

24 前期
若狭国太良荘雑掌申状案
わかさのくにたらのしょうざっしょうもうしじょうあん

東寺百合文書 は函.93.
建武2（1335）年

25 前期
雑訴決断所牒案
ざっそけつだんしょちょうあん

東寺百合文書 ゐ函.18.5.
建武元（1334）年3月27日

26 前期
雑訴決断所牒案
ざっそけつだんしょちょうあん

東寺百合文書 ゐ函.18.6.
建武元（1334）年3月27日

27 前期
源盛信請文
みなもとのもりのぶうけぶみ

東寺百合文書 ウ函.146.
6月28日

28 前期
真言院後七日御修法請僧交名
しんごんいんごしちにちみしほしょうそうきょうみょう

東寺百合文書 ろ函.3.25.
建武3（1336）年

29 前期
比丘尼良明敷地文書紛失状案
びくにりょうめいしきちもんじょふんしつじょうあん

東寺百合文書 京函.72.2.
建武3（1336）年8月日

30 前期
足利尊氏御判御教書
あしかがたかうじごはんみきょうじょ

東寺百合文書 せ函.足利将軍家
下文.4. 観応元（1350）年7月28日

31 前期
足利義詮御判御教書
あしかがよしあきらごはんみきょうじょ

東寺百合文書 せ函.足利将軍家
下文.7.正平6（1351）年11月16日

32 前期
小槻国治書状
おづきくにはるしょじょう

東寺百合文書 フ函.23.
（正平7（1352）年）閏2月25日

33 前期
室町幕府禁制
むろまちばくふきんぜい

東寺百合文書 ホ函.27.1.
観応3（1352）年3月18日

34 前期
山名時氏禁制
やまなときうじきんぜい

東寺百合文書 せ函.南朝文書.19.
正平8（1353）年6月15日

35 前期
金蓮院真聖敷地券契紛失状
こんれんいんしんしょうしきちけんけいふんしつじょう

東寺百合文書 イ函.45.
文和3（1354）年7月日

36 前期
足利尊氏御判御教書
あしかがたかうじごはんみきょうじょ

東寺百合文書 せ函.足利将軍家
下文.18.文和4（1355）年7月18日

37 前期
学衆方評定引付
がくしゅかたひょうじょうひきつけ

東寺百合文書 ム函.29.
文和4（1355）年

38 前期
八条院々町地子帳
はちじょういんいんのちょうぢしちょう

東寺百合文書 へ函.21.
元応元（1319）年6月

39 前期
法勝寺執事法眼慶承書状
ほっしょうじしつじほうげんけいしょうしょじょう

東寺百合文書 フ函.49.
永和3（1377）年9月28日

40 後期
従儀師相淳書状
じゅうぎしそうじゅんしょじょう

東寺百合文書 ア函.325.
（応永15（1408）年）8月9日

41 後期
廿一口方評定引付
にじゅういっくかたひょうじょうひきつけ

東寺百合文書 く函.4.
応永15（1408）年

42 後期
東寺供僧評定廻請
とうじぐそうひょうじょうかいじょう

東寺百合文書 そ函.28.
応永15（1408）年8月10日

43 後期
北山殿百ヵ日七僧法会出仕僧合点状
きたやまどのひゃっかにちしちそうほうえしゅっしそうがてんじょう

東寺百合文書 そ函.188.

44 後期
北山殿百ヵ日七僧法会題名僧交名注進案
きたやまどのひゃっかにちしちそうほうえだいめいそうきょうみょう
ちゅうしんあん

東寺百合文書 ア函.126.
応永15（1408）年8月11日

45 後期
北山殿百ヵ日七僧法会出仕僧交名
きたやまどのひゃっかにちしちそうほうえしゅっしそうきょうみょう

東寺百合文書 そ函.30.
応永15（1408）年8月16日

46 後期
足利義持御判御教書
あしかがよしもちごはんみきょうじょ

東寺百合文書 ホ函.41.2.
応永15（1408）年10月5日



展示番号
展示
期間

文書名 文書番号・年月日

1 前期
宝荘厳院領荘園注文案
ほうしょうごんいんりょうしょうえんちゅうもんあん

東寺百合文書 レ函.1.1.
平治元（1159）年閏5月日

2 前期
後白河院庁下文案
ごしらかわいんのちょうくだしぶみあん

東寺百合文書 サ函.1.
治承2（1178）年6月20日

3 前期
平信正敷地文書紛失状案
たいらののぶまさしきちもんじょふんしつじょうあん

東寺百合文書 シ函.3.1.
承久3（1221）年7月日

4 前期
関東御教書案
かんとうみきょうじょあん

東寺百合文書 ヨ函.29.1.
文永11（1274）年11月1日

5 前期
安芸国新勅旨田未進年貢代銭支配状
あきのくにしんちょくしでんみしんねんぐだいせんしはいじょう

東寺百合文書 な函.41.
正応6（1293）年4月7日

6 前期
(年行事某書状案）
ねんぎょうじぼうしょじょうあん

東寺百合文書 な函.39.
正応5（1292）年11月17日

7 前期
伊予国弓削島荘雑掌加治木頼平関東下向料足結解状
いよのくにゆげしまのしょうざっしょうかじきよりひらかんとうげこう
りょうそくけちげじょう

東寺百合文書 と函.37.
正応5（1292）年12月18日

8 前期
伊予国弓削島荘雑掌加治木頼平請文
いよのくにかじきよりひらうけぶみ

東寺百合文書 ト函.17.
正応6（1293）年2月5日

9 前期
定厳書状
じょうごんしょじょう

東寺百合文書 ル函.252.
12月16日

10 前期
加治木頼平替銭請文案
かじきよりひらかえぜにうけぶみあん

東寺百合文書 な函.42.
永仁元（1293）年12月2日

11 前期
関東事書案
かんとうことがきあん

東寺百合文書 京函.48.2.
永仁5（1297）年3月6日

12 前期
野部友吉田地譲状
のべともきちでんちゆずりじょう

東寺百合文書 ヒ函.22.3.
永仁5（1297）年6月23日

13 前期
野部友吉田地売券
のべともきちでんちばいけん

東寺百合文書 ヒ函.22.4.
永仁5（1297）年6月23日

14 前期
尼慈快田地文書紛失状
あまじかいでんちもんじょふんしつじょう

東寺百合文書 ヱ函.92.8.

15 前期
尼慈快田地文書紛失状
あまじかいでんちもんじょふんしつじょう

東寺百合文書 せ函.11.1.
元弘3（1333）年11月日

16 前期
播磨国矢野荘重藤名地頭寺田範兼譲状
はりまのくにやののしょうしげふじみょうじとうてらだのりかねゆずり
じょう

東寺百合文書 せ函.武家御教書
並達.8.  正和2（1313）年9月12日

17 前期
北条高時巻数返事
ほうじょうたかときかんずへんじ

東寺百合文書 ヒ函.36.
嘉暦3（1328）年12月29日

18 前期
後醍醐天皇綸旨
ごだいごてんのうりんじ

東寺百合文書 せ函.南朝文書.9.
元弘3（1333）年6月19日

19 前期
後醍醐天皇綸旨
ごだいごてんのうりんじ

東寺百合文書 せ函.南朝文書.10.
元弘3（1333）年7月2日

20 前期
後醍醐天皇綸旨
ごだいごてんのうりんじ

東寺百合文書 ヤ函.21.1.
元弘3（1333）年7月7日

21 前期
後醍醐天皇綸旨
ごだいごてんのうりんじ

東寺百合文書 あ函.13.
元弘3（1333）年8月4日

22 前期
後醍醐天皇綸旨
ごだいごてんのうりんじ

東寺百合文書 ヒ函.37.
元弘3（1333）年9月1日

23 前期
若狭国太良荘雑掌申状案
わかさのくにたらのしょうざっしょうもうしじょうあん

東寺百合文書 ゑ函.28.1.
建武元（1334）年4月日



 

  
 

京都府立京都学・歴彩館 

平成 30 年度 東寺百合文書展 中世の古文書が近代によみがえる！ 

会 期：（前期）平成 30 年 9 月 15 日（土）～10 月 9 日（火） 

会 期：（後期）平成 30 年 10 月 13 日（土）～11 月 11 日（日） 

休 館 日：9 月 17 日（月・祝），9 月 24 日（月），10 月 8 日（月・祝），11 月 3 日（土・祝） 

展示解説：（前期）9 月 27 日（木）15:30～，10 月 6 日（土）15:30～ 

展示解説：（後期）10 月 18 日（木）15:30～，10 月 27 日（土）15:30～ 

会 場：京都府立京都学・歴彩館 1 階展示室 



 

 

京都府立京都学・歴彩館 
〒606-0823 京都市左京区下鴨半木町 1-29  

TEL: 075-723-4831 

FAX: 075-791-9466 

E-mail: rekisaikan-kikaku@pref.kyoto.lg.jp 

URL: http://www.pref.kyoto.jp/rekisaikan/index.html 
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